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　国や地域間を問わず、観光による移動は人々の意識を
変え、文化を変容させていきます。
　2006年4月に開設される「交流文化学科」は、近年観
光の役割として注目されている「交流」に焦点を合わせ、
地域研究とともに、多文化共生への視点を養い、グロー
バル化する世界で交流の実をあげうる国際公務員、ジャ
ーナリストなど国際的人材の育成を目指します。

2006年4月、
立教大学観光学部に
新学科
「交流文化学科」誕生。

立教大学観光学部
〒352-8558　埼玉県新座市北野1-2-26　
TEL 048-471-7375
http://www.rikkyo.ne.jp/grp/tourism/

立教大学観光研究所 公開講座
立教大学観光研究所では、以下の公開講座を実施しています。

詳しくは、立教大学観光研究所事務局（池袋キャンパスミッチェル館）へ。
TEL　03-3985-2577　FAX　03-3985-0279
Email：kanken@tr.rikkyo.ac.jp    http://www.rikkyo.ne.jp/grp/kanken/

●ホスピタリティ・マネジメント講座　
（2005年９月末開講12月修了）

　ホテル・旅館業・外食産業を中心とするサービス

産業は、今日「ホスピタリティ産業」と呼ばれています。

その基本理念から、人事、経営、マーケティング、法律

などの実践的な理論まで、業界の著名な方々が講義し

ます。

●旅行業講座　
（2006年5月開講７月修了）

　旅行業に必要な専門的、かつ実際的な知識を一流の

講師陣が、実務経験のない人にもわかりやすく講義し

ます。毎年秋に行われる総合旅行業務取扱管理者試

験（国家試験）に向けて、法律から海外・国内観光資

源、旅行実務など幅広い内容を扱います。
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特集

街角の交流文化
ロンドン、ウィーン、クアラルンプール、東京

創
刊
号
で
は
、中
国
の
辺
境
地
域
で
あ
る

雲
南
省
西
双
版
納
を
特
集
し
た
が
、

二
号
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人
々
が
暮
ら
し
、往
来
す
る

都
市
を
拠
点
と
し
た「
交
流
文
化
」
を
考
え
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
、都
市
再
開
発
と
集
客
化
の
動
き
の
中
で

変
化
す
る
移
民
街
の
状
況
に
つ
い
て
。

ウ
ィ
ー
ン
で
は
、都
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
横
顔
か
ら

「
交
流
文
化
」
の
あ
り
よ
う
を
点
描
す
る
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
は
、多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
の

日
常
生
活
文
化
の
中
か
ら
民
族
間
交
流
の
変
遷
に
つ
い
て
。

そ
し
て
東
京
で
は
、都
市
が
背
負
う
歴
史
を
通
し
て

私
た
ち
の
足
も
と
か
ら
哲
学
と
し
て
の「
交
流
文
化
」
を
語
る
。

交
流
拠
点
と
し
て
の
都
市
の
魅
力
は
、

こ
う
し
た
交
流
を
め
ぐ
る
歴
史
的
地
層
と
文
化
的
多
様
性
に
あ
る
。

特集　街角の交流文化
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London - Banglatown

0 1 .  L o n d o n

都
市
構
造
再
編
の
は
ざ
ま
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
博
覧
会
な
ど
の
メ
ガ
・
イ
ベ
ン

ト
の
誘
致
、
開
催
、
大
規
模
な
都
市
再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
現
代
の
世
界
の
大
都
市
は
、
大
が

か
り
な
仕
掛
け
を
通
し
て
都
市
の
構
造
を
再
編
し
、

集
客
、
観
光
を
軸
と
し
た
都
市
間
競
争
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
し
て

再
編
成
さ
れ
る
都
市
が
、
そ
こ
に
暮
ら
す
者
、
そ
し

て
そ
こ
を
訪
れ
る
者
双
方
に
と
っ
て
、
は
た
し
て
本

当
に
魅
力
的
で
、
交
流
に
満
ち
た
場
と
な
り
う
る
か

と
い
う
点
に
関
し
て
は
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が

世界金融の中心地シティの東側に隣接する

タワーハムレット区の人口の約 3分の 1はベンガル人。

古くから移民を受け入れてきたロンドンのイーストエンドで起きている

まちづくりと観光をめぐる新しい動きとは。
写真／大橋健一、結城良彦、松岡宏大

イギリス最大のベンガル人コミュニティ  大橋健一（観光学部）

5 London - Banglatown 4
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ブリック・レーン一帯には、約60軒のカレー・レストランが軒を列ねている。

「
バ
ン
グ
ラ
タ
ウ
ン
」
の
創
造

世
界
金
融
の
中
心
と
い
わ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
の
シ

テ
ィ
、
そ
の
東
側
に
隣
接
す
る
地
区
が
タ
ワ
ー
ハ
ム

レ
ッ
ト
区
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
区
の
人
口
の
約
三

分
の
一
は
ベ
ン
ガ
ル
人
で
あ
り
、
こ
こ
は
イ
ギ
リ
ス

最
大
の
ベ
ン
ガ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
多
く
は
、
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
か
ら

の
移
民
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
地
化
、
第

二
次
大
戦
中
の
船
員
と
し
て
の
雇
用
、
第
二
次
大
戦

後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
力
不
足
、
南
ア
ジ
ア

地
域
の
脱
植
民
地
化
過
程
で
の
政
治
的
混
乱
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
こ
の
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作

り
上
げ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、ロ
ン
ド
ン
の
イ
ー

ス
ト
エ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
地
区
は
、
古
く

一
七
世
紀
末
に
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ユ
グ
ノ
ー
と
呼
ば

れ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
難
民
を
受
け
入
れ
、
さ
ら

に
一
九
世
紀
に
は
ユ
ダ
ヤ
系
移
民
を
数
多
く
受
け
入

れ
て
き
た
歴
史
を
持
つ
場
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

地
域
の
歴
史
は
、
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー
ン
と
い
う
通
り

に
あ
る
モ
ス
ク
の
建
物
が
、
二
五
〇
年
と
い
う
時
間

の
流
れ
の
中
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
、
メ
ソ
ジ
ス

ト
教
会
、
ユ
ダ
ヤ
教
シ
ナ
ゴ
ー
グ
、
そ
し
て
イ
ス
ラ

ム
教
モ
ス
ク
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
き
わ

め
て
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。

あ
る
。

た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
は
、
パ
リ
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
世
界
の
大
都
市
と
の
競
争
の

末
、
二
〇
一
二
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に
決
定

し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予
定
地
を
含
む
ロ
ン
ド

ン
東
部
一
帯
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
な
ど
を
中
心
に
近

年
大
規
模
な
都
市
再
開
発
が
行
な
わ
れ
て
き
た
場
所

で
あ
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
、
開
催
は
、
い

わ
ば
こ
の
再
開
発
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
画
期
を
な
す

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
、
こ
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド
再

開
発
地
区
を
実
際
に
訪
れ
て
も
感
じ
る
こ
と
だ
が
、

こ
こ
で
展
開
し
て
い
る
動
き
は
、「
交
流
」
と
い
う

語
感
が
も
た
ら
す
生
身
の
人
間
の
存
在
を
感
じ
さ
せ

な
い
、
ど
こ
か
抽
象
的
で
、
空
虚
な
感
覚
を
わ
れ
わ

れ
に
抱
か
せ
る
。

同
じ
ロ
ン
ド
ン
東
部
を
め
ぐ
っ
て
交
流
の
場
と
し

て
の
都
市
と
い
う
問
題
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て

考
え
る
際
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
興
味
深
い
こ
と
は
、

こ
の
地
区
の
中
心
で
あ
る
タ
ワ
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
区
に

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
出
身
者
を
は
じ
め
と
す
る
大
き

な
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
、

彼
ら
が
都
市
の
構
造
再
編
と
再
開
発
の
展
開
の
中
で

見
せ
て
い
る
、
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
を
め
ぐ
る
新
た

な
動
き
で
あ
る
。

特集　街角の交流文化 London - Banglatown 6

「バングラタウン」のメインストリート、ブリック・レーン。通りの名を
示す標識にはベンガル語も。

「バングラタウン」をめぐる動き

1947 インド独立
 インド、パキスタン分離

1951 Pakistan Welfare Association設立
 　71年のバングラディシュ独立に伴い、
 　後にBangladesh Welfare Associationに改称

1971 バングラディシュ独立

1976 ブリック・レーンのモスクJamme Masjid開設

1995 この頃よりカレー・レストランの集積始まる

1996 Banglatown Consultative Forumを組織
 「バングラタウン」コンセプトを具体化
 ブリック・レーン・フェスティバル開始

1997 ブリック・レーン・アーチ完成

1998 バイシャキ・メーラ開始
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そ
し
て
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
展
開
の
中
で
こ
の
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー
ン
一
帯
は
、

「
バ
ン
グ
ラ
タ
ウ
ン
」の
名
の
も
と
、多
く
の
カ
レ
ー
・

レ
ス
ト
ラ
ン
の
集
ま
る
場
所
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
名

所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
実
は
、
一
説
に
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
カ
レ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
八
割
以
上
は
、

南
ア
ジ
ア
系
移
民
の
中
で
も
特
に
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
系
移
民
に
よ
っ
て
所
有
、
経
営
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
、
カ
レ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
と
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
移
民
と
は
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

る
。一
九
九
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー

ン
に
は
カ
レ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
集
積
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
の
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
主
と
し
て
地
域
に
隣
接
す
る
シ
テ
ィ
の
オ
フ
ィ

ス
街
で
働
く
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
本
場
の
カ
レ
ー

を
味
わ
え
る
場
所
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
結
果
、
多

く
の
客
を
引
き
つ
け
、
そ
れ
が
さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン

の
増
加
を
促
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
、
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー
ン
一
帯
に
は
約
六
〇
軒

の
カ
レ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
軒
を
列
ね
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
特
徴
的
な
の
は
、
客
層
や
ト

レ
ン
ド
を
意
識
し
た
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
」「
モ

ダ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
新
し
い
カ
レ
ー
・
レ

ス
ト
ラ
ン
の
形
が
模
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

店
鋪
の
外
観
や
イ
ン
テ
リ
ア
も
単
に
顧
客
の
エ
キ
ゾ

「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
」
が
参
照
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
九
八
年
か
ら
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
新
年
を
祝

う
「
バ
イ
シ
ャ
キ
・
メ
ー
ラ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も

開
始
さ
れ
た
。
単
な
る
集
客
、
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
超
え
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系

移
民
の
文
化
的
背
景
に
訴
え
か
け
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
広
く
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
も
支
持
を
得
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー
ン
を
北
上
し
、
ハ
ン
ブ
リ
ー
・

ス
ト
リ
ー
ト
を
越
え
た
辺
り
か
ら
、
街
の
雰
囲
気
は

少
し
変
化
し
始
め
る
。
こ
の
地
域
に
流
入
し
た
移
民

が
歴
史
的
に
も
多
く
繊
維
、
縫
製
、
ア
パ
レ
ル
産
業

に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
再
生
事

業
が
行
な
わ
れ
た
こ
と

も
手
伝
っ
て
、
最
近
こ

の
辺
り
に
は
、
ロ
ン
ド

ン
で
も
最
先
端
を
ゆ
く

若
手
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
店
や

ス
タ
ジ
オ
を
構
え
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
地
域
は
バ
ン
グ
ラ

テ
ィ
シ
ズ
ム
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
表
現
で
は
な
く
、

あ
る
種
の
洗
練
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、

こ
の
地
域
は
依
然
と
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
移

民
に
と
っ
て
重
要
な
生
活
の
場
で
も
あ
る
。
地
域
の

雑
貨
店
の
店
先
に
は
、
ベ
ン
ガ
ル
語
の
新
聞
や
雑
誌

が
並
び
、
C
D
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
は
バ
ン
グ
ラ
ポ
ッ

プ
が
流
れ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
宗
教
用
品
を
扱
う
店
、

ハ
ラ
ー
ル
を
う
た
う
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
も
あ

る
。
礼
拝
の
時
間
と
も
な
る
と
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー
ン

の
モ
ス
ク
に
は
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
が
三
々
五
々
集

ま
っ
て
く
る
。

「
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

九
〇
年
代
半
ば
に
レ

ス
ト
ラ
ン
の
集
積
が
顕

著
に
な
る
と
、
地
域
で

は
「
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
ー

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
始
し
、
通
り
の
入

口
に
は
ア
ー
チ
も
設
置

さ
れ
た
。
地
元
の
人
の

話
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア

イ
デ
ィ
ア
は
、
ロ
ン
ド

ン
の
ソ
ー
ホ
ー
地
区
の

特集　街角の交流文化 London - Banglatown

ロンドンのイーストエンド一帯は多くのカレー・レストランの集まる「バングラタウン」として知られる一方、バングラディシュ系移民にとっての重要な生
活の場である。

あるレストランのウィンドーには、ロンドン市長が「バングラタウ
ン」を訪問し、カレー料理を楽しんでいる写真が掲げられてい
た。今や行政の側もこの地区に大いに注目している。
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デ
ィ
シ
ュ
の
移
民
文
化
と
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
エ
ッ
ジ
・

カ
ル
チ
ャ
ー
が
複
合
的
に
交
差
し
た
不
思
議
な
魅
力

を
醸
し
出
し
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
、
タ
ワ
ー
ハ
ム
レ
ッ
ト
区
役
所
は
、

「
バ
ン
グ
ラ
タ
ウ
ン
」
と
し
て
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と

し
た
こ
の
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
・
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
。
複
合
的
な
魅
力
を
も
っ
た
ロ
ン
ド
ン

の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
今
や
行
政
の
側
も

さ
か
ん
に
こ
の
地
域
に
注
目
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

こ
こ
へ
と
至
る
道
程
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
地
域
で
は
九
〇
年
代
に
至
る
ま
で
貧
困

と
犯
罪
、
移
民
に
対
す
る
差
別
や
排
斥
、
都
市
の
疲

弊
と
地
域
の
衰
退
は
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
を
乗
り
越
え
、
地
域
を
再
生
さ
せ
る
方
法
の
ひ
と

つ
が「
バ
ン
グ
ラ
タ
ウ
ン
」の
創
造
で
あ
っ
た
。
人
々

の
努
力
が
実
り
、
現
在
「
バ
ン
グ
ラ
タ
ウ
ン
」
は
、

地
域
の
正
式
な
地
名
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

交
流
文
化
と
都
市
の
魅
力

わ
れ
わ
れ
の
多
く
が
普
段
何
気
な
く
暮
ら
し
、
行

き
来
し
て
い
る
都
市
。
そ
こ
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
交

流
に
満
ち
て
い
る
。
古
来
よ
り
都
市
は
、
人
や
情
報
、

モ
ノ
の
流
れ
の
結
び
目
と
な
っ
て
き
た
。
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
、
情
報
、
モ
ノ

が
集
ま
り
、
都
市
の
魅
力
を
醸
し
出
し
、
そ
の
こ
と

が
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
引
き
寄

せ
、
媒
介
す
る
こ
と
に
な
っ

て
き
た
。
今
日
、
多
様
な
観

光
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
中
で
、

依
然
と
し
て
世
界
各
地
の
大

都
市
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ

る
と
い
う
の
も
、
た
だ
単
に

そ
こ
が
訪
ね
よ
う
と
す
る
地

域
の
入
口
や
通
り
道
で
あ
る
と
い
う
理
由
以
上
に
、

多
様
な
交
流
に
裏
打
ち
さ
れ
た
都
市
そ
の
も
の
が
持

つ
魅
力
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
「
バ
ン
グ
ラ
タ
ウ
ン
」
は
、
ロ

ン
ド
ン
と
い
う
都
市
が
広
い
意
味
で
の
人
間
の
交
流

の
結
び
目
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ひ
と
つ

の
交
流
文
化
の
形
と
い
え
る
が
、
い
ま
だ
に
解
決
さ

れ
る
べ
き
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
予
定
調
和
的
に
辿
り
着

い
た
理
想
形
で
も
完
成
形
で
も
な
く
、
常
に
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
孕
み
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

乗
り
越
え
る
過
程
で
さ
ら
に
変
化
、
成
熟
し
て
ゆ
く

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
に
「
バ
ン
グ
ラ
タ
ウ

ン
」
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
行
政
の
内
部
で
も
、
ま
た
バ

ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
系
以
外
の
地
元
の
住
民
か
ら
も
反

対
意
見
が
出
さ
れ
、
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
と
い

う
。
現
在
見
ら
れ
る
地
域
の
姿
は
、
都
市
を
構
成
す

る
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
間
の
一
連
の
交
渉
、
折
り
合

い
の
結
果
で
あ
る
。

二
一
世
紀
に
お
け
る
都
市
の
可
能
性
が
、
観
光
や

集
客
を
も
含
ん
だ
広
い
意
味
で
の
交
流
と
い
う
テ
ー

マ
に
あ
る
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
改

め
て
都
市
が
持
つ
媒
介
、
交
流
の
働
き
と
は
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
探
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
都
市
を
め
ぐ
る
背
景
の
異
な
る
人
々
の

衝
突
や
葛
藤
を
も
含
ん
だ
交
流
が
創
り
出
す
多
様
な

文
化
の
理
解
と
都
市
が
蓄
積
し
て
き
た
そ
の
よ
う
な

交
流
を
め
ぐ
る
歴
史
的
地
層
の
掘
り
起
し
は
、
都
市

の
魅
力
の
再
発
見
、
再
定
義
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
現
代
の
観
光
に
お
い
て
重
要
性
を
高
め

て
い
る
都
市
観
光
の
未
来
を
考
え
る
作
業
と
も
な
る

に
違
い
な
い
。
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1・2 ベンガルの新年を祝う「バイシャキ・メーラ」。毎年大きな盛り上がりを見せる地域の一大イベントとなっている。3 食料品店の看板にも「バング
ラタウン」がうたわれている。 4この建物は地域が受け入れてきた移民の変遷に伴い、キリスト教会からユダヤ教シナゴーグ、そしてイスラム教モス
クへと変化した。5・6「コンテンポラリー・バングラディシュ料理」を売り物にする「バングラタウン」のレストラン。

1

23

456

2004年タワーハムレット区役所が作
成した「バングラタウン」のウォーキン
グツアー・マップ
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「バングラタウン」を歩く
「バングラタウン」一帯は90年代のさまざまな都市再生事業を経るなかで、

バングラディシュ系移民の生活の場であることはもちろん、
さらに多くの来訪者を引きつけるさまざまな顔をもつ地域へと大きく変貌している。

1バングラタウンの周辺には、近年ロンドンの若いクリエイターのスタジオ
やギャラリー、雑貨店、カフェなどのカルチャースポットが急増している。
2・3ブリック・レーンのカレー・レストラン　4・5 1988年に閉鎖されたビール
工場を改装し、ブティックやカフェ、クラブ、バーなどが出現。流行の発信
地となっている。クラブはロンドン生まれのベンガル系ミュージシャンの活
動拠点にもなっている。6 Jamme Masjid　7Kobi Nazrul Centre バング
ラディシュの国民的詩人Kazi Nazrul Islamの名にちなんだアートセンター 
8イギリス最大のベンガル人コミュニティ組織 Bangladesh Welfare 
Association　9 Cafe Naz「コンテンポラリー」をうたうバングラディシュ・レ
ストラン。80年代初めビデオが普及する以前は南アジア映画を上映する映
画館だった。10 Sonali Bank バングラディシュの家族親類への送金など
によく使われるバングラディシュ系銀行。11Altab Ali Park 1978年に人
種差別主義者による殺人の犠牲になったベンガル人の若者の死をいたん
で名づけられた公園　12Brick Lane Arch
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02 .  Wie n

交流をめぐるこの都市の持つさまざまな横顔を

体験と思索から緩やかに描き出す。
写真／オーストリア政府観光局

ウィーン点描 
斎藤松三郎（観光学部）

ウィーン点描 

ウ
ィ
ー
ン
は
「
観
光
都
市
」
か
？

二
〇
〇
一
年
ア
メ
リ
カ
で
テ
ロ
事
件
（
九
・
一
一
）

が
発
生
し
た
後
、
ウ
ィ
ー
ン
観
光
局
は
九
月
の
旅
行

者
の
宿
泊
数
を
速
や
か
に
調
べ
て
い
る
。
前
年
同
月

比
で
六
％
近
く
落
ち
込
み
、
米
国
か
ら
の
旅
行
客
は

激
減
し
て
三
一
％
の
マ
イ
ナ
ス
、
日
本
人
客
も
八
％

減
少
。
観
光
局
は
、
大
勢
の
旅
行
者
が
航
空
機
を
利

用
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
を
訪
れ
る
こ
と
は
し

ば
ら
く
見
込
め
な
い
と
判
断
し
て
、
五
〇
万
ユ
ー
ロ

（
一
ユ
ー
ロ
＝
約
一
三
五
円
）
の
特
別
会
計
を
組
み
、
自

動
車
で
移
動
可
能
な
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス

等
の
周
辺
国
と
国
内
諸
州
で
一
〇
月
半
ば
か
ら
宣
伝

活
動
を
く
り
広
げ
る
。

こ
う
し
た
迅
速
な
対
処
に
限
ら
ず
、
ほ
ぼ
二
〇
〇

の
名
所
記
念
館
に
観
光
局
が
と
り
付
け
た
銘
板
と
国

旗
を
象
徴
す
る
紅
白
の
旗
、
博
物
館
・
劇
場
等
の
文

化
施
設
の
整
備
や
観
光
客
を
対
象
に
し
た
催
し
物
の

企
画
を
眺
め
る
と
、
ウ
ィ
ー
ン
市
が
い
か
に
観
光
産

業
に
力
を
注
い
で
い
る
か
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の

う
え
主
な
見
所
は
、
四
キ
ロ
の
環
状
道
路
（
リ
ン
グ

シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
）
お
よ
び
一
キ
ロ
強
の
ド
ー
ナ
ウ
運

河
岸
壁
道
路
（
Ｆ
．
ヨ
ー
ゼ
フ
・
カ
イ
の
一
部
）
を
円

状
に
走
る
路
面
電
車
に
よ
っ
て
と
り
囲
ま
れ
た
旧
市

街
と
そ
の
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
観
光

名
所
に
も
、
旧
市
街
か
ら
放
射
状
に
延
び
た
路
面
電

車
・
地
下
鉄
・
バ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
容
易
に
辿
り

つ
け
る
。
観
光
客
に
と
っ
て
な
ん
と
便
利
な
市
営
交

通
網
だ
ろ
う
。

し
か
し
独
立
し
た
連
邦
州
で
も
あ
る
ウ
ィ
ー
ン

は
、
単
な
る
観
光
都
市
な
の
だ
ろ
う
か
？　

観
光

局
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
て
い
る
も
の
の
、
州

の
産
業
は
そ
の
一
点
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
外
来
者
が
目
を
み
は
る
宮
殿
や
教
会
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
建
物
や
芸
術
文
化
、
便
利
な
交
通
機
関
は
観

光
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
て
こ
の

地
に
住
ん
だ
「
ウ
ィ
ー
ン
人
」、
つ
ま
り
皇
帝
や
貴

族
、
多
数
の
市
民
や
労
働
者
の
た
め
に
造
営
さ
れ
た

社
会
・
文
化
施
設
に
他
な
ら
な
い
。
地
方
か
ら
流
入

す
る
人
口
の
増
大
に
抗
し
き
れ
ず
、
一
九
世
紀
中
葉

か
ら
始
ま
る
都
市
改
造
は
、
過
去
の
円
形
城
塞
都
市

の
構
造
を
生
か
し
、
城
壁
や
幅
広
い
斜
堤
（
無
人
地

帯
）
を
と
り
崩
し
た
う
え
で
、
当
時
の
天
才
的
建
築

家
・
芸
術
家
た
ち
が
人
工
的
な
意
匠
を
凝
ら
し
な
が

ら
ウ
ィ
ー
ン
人
の
生
活
の
た
め
に
推
進
し
た
も
の
で

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
様
式
、
さ

ら
に
は
合
理
的
機
能
美
を
生
か
し
た
都
市
計
画
の
お

か
げ
で
ウ
ィ
ー
ン
は
華
麗
な
近
代
的
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス

ヘ
と
変
身
し
、
観
光
客
は
名
所
旧
跡
見
学
の
好
奇
心

を
充
た
す
と
と
も
に
、
芸
術
鑑
賞
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
楽
し
み
も
満
喫
で
き
る
の
で
あ
る
。
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
ウ
ィ
ー
ン
の
森
で
は
今
年
仕
込
み
の
ワ
イ

ン
「
ホ
イ
リ
ゲ
」
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
自
然
と
の

触
れ
合
い
も
楽
し
め
る
。
必
要
に
迫
ら
れ
た
都
市
改

革
、
つ
ま
り
現
地
人
の
た
め
の
生
活
空
間
の
改
造
が

観
光
の
魅
力
と
利
便
性
を
潜
在
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ウ
ィ
ー
ン
は
単
な
る
歴
史
的
遺
物
で
は
な
く
、

国
連
シ
テ
ィ
ー
を
構
築
し
た
り
、
見
本
市
都
市
機
能

を
と
り
込
ん
だ
り
し
て
新
た
な
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

「
ウ
ィ
ー
ン
人
」
と
は
誰
か
？

ウ
ィ
ー
ン
市
（
州
）
は
二
三
区
か
ら
成
り
、
広
さ

は
四
〇
〇
平
方
キ
ロ
強
で
、
東
京
二
三
区
を
合
わ
せ

た
面
積
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
に
相
当
し
、
最
新
の
統
計

に
よ
る
と
二
〇
七
万
の
人
々
が
生
活
し
て
い
る
。

カ
フ
ェ
は
ウ
ィ
ー
ン
人
の
生
活
に
密
着
し
た
文
化

施
設
で
あ
る
。
あ
る
時
、
常
連
で
に
ぎ
わ
う
カ
フ
ェ

に
赴
い
た
と
こ
ろ
、「
日
本
人
の
祖
先
は
誰
か
」
と

い
う
話
題
に
な
っ
た
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
ド
イ
ツ
語

圏
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル
の
正
解
は
い
つ
も
ア

イ
ヌ
で
あ
る
。
北
方
ル
ー
ト
説
に
並
行
し
て
、
南
の

パ
プ
ア
か
ら
舟
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
と
い
う
説
も
、

モ
ン
ゴ
ル
系
の
民
族
が
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
経
て
渡

来
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
生

粋
の
ウ
ィ
ー
ン
人
」
と
称
す
る
婦
人
が
「
私
の
娘
が
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誕
生
し
た
時
、
医
者
か
ら
蒙
古
斑
が
あ
る
と
言
わ
れ

た
の
。
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
質
問
し
て
き
た
。
私

は
「
ご
主
人
か
あ
な
た
の
家
系
に
ア
ジ
ア
系
の
血
が

混
じ
っ
て
い
る
の
で
は
？
」
と
答
え
て
お
い
た
が
、

そ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
の
歴
史
を
紐
解
き
、
地
理
的
条
件

を
眺
め
て
み
る
と
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
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ウ
ィ
ー
ン
は
中
欧
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
昔
か

ら
何
本
も
の
交
通
路
の
交
差
点
に
あ
た
り
、
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
帝
国
の
首
都
だ
っ
た
た
め
、
経
済
・
政
治
・

文
化
・
宗
教
等
の
諸
力
が
交
錯
し
、
交
流
文
化
が
生

ま
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
帝
国
内
や
国
境
周
辺
の

さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
大
挙
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
流
入
し
、

大
都
市
の
成
立
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
人

の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
精
神
は
交
錯
し
た
文
化
の
結

果
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
四
世
紀
以
降
の
遊
牧
民
フ
ン
族
の
侵
攻
は
度

外
視
す
る
に
し
て
も
、
ウ
ィ
ー
ン
へ
流
入
し
た
民
族

は
ゲ
ル
マ
ン
系
の
ド
イ
ツ
人
、
蒙
古
・
ト
ル
コ
系
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
（
マ
ジ
ャ
ー
ル
）
人
、
ス
ラ
ブ
系
の
チ
ェ

コ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
人
、
ラ

テ
ン
系
の
イ
タ
リ
ア
人
、
さ
ら
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
や
ロ

マ（
ジ
プ
シ
ー
）と
多
岐
に
わ
た
る
。一
五
世
紀
末
、「
戦

は
他
国
に
任
せ
て
お
け
。
お
前
、
幸
あ
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
よ
、
結
婚
せ
よ
」
の
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
に
婚
姻

関
係
で
領
土
を
拡
張
し
た
皇
帝
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の

血
も
流
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
一
七
世
紀
末
に
フ

ラ
ン
ス
で
迫
害
さ
れ
た
ユ
グ
ノ
ー
の
一
部
も
新
天
地

を
ド
ー
ナ
ウ
河
畔
に
求
め
た
。

一
九
一
二
年
に
ボ
ヘ
ミ
ア
で
生
ま
れ
た
文
筆
家

フ
ッ
セ
ネ
ッ
ガ
ー
は
「
四
人
の
ウ
ィ
ー
ン
人
の
う
ち

る
街
で
あ
る
。観
光
名
所
の
ナ
ッ
シ
ュ
マ
ル
ク
ト（
旨

い
も
の
市
場
の
意
）
や
そ
の
他
の
大
き
な
市
場
を
訪
れ

る
と
、
南
は
ト
ル
コ
・
バ
ル
カ
ン
諸
国
・
イ
タ
リ
ア
、

東
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
北
は
チ
ェ
コ
、
そ
し
て
遙
か
遠

方
の
ア
ジ
ア
か
ら
流
入
し
た
多
様
な
食
品
が
並
ん
で

い
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
売
買
し
て
い
る
人
々
も
多
彩

な
顔
立
ち
を
し
て
い
る
。

観
光
と
い
う
視
点
か
ら
少
し
逸
脱
す
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
異
国
の
人
々
の
色
々
な
体
験
と
遭
遇
す

る
こ
と
も
旅
の
醍
醐
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旧
市

街
の
カ
フ
ェ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
（
母
は
フ
ラ
ン
ス
系
？
）

と
も
面
識
に
な
っ
た
。
父
親
は
ナ
チ
に
よ
っ
て
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
送
り
込
ま
れ
る
も
の

の
、
戦
後
帰
還
し
て
、
恐
怖
に
満
ち
た
体
験
の
数
々

を
表
現
主
義
的
タ
ッ
チ
で
赤
裸
々
に
絵
画
表
現
し
て

い
る
。
亡
父
の
絵
の
印
象
と
は
全
く
逆
に
お
坊
ち
ゃ

ん
風
に
洗
練
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
人
の
息
子
は
父
の
絵

せ
い
ぜ
い
三
人
が
ド
イ
ツ
系
だ
が
、
し
か
し
二
人
に

一
人
は
ス
ラ
ブ
系
の
父
か
母
、
あ
る
い
は
少
な
く
と

も
ス
ラ
ブ
系
な
い
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
祖
父
か
祖
母

が
い
た
。
長
く
定
住
し
て
い
る
家
庭
で
は
イ
タ
リ
ア

人
や
フ
ラ
ン
ス
人
の
血
が
一
滴
は
混
じ
っ
て
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
。　

ウ
ィ
ー
ン
は
多
民
族
を
混
和
し
て
い
る
都
会
で

あ
る
。
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
の
冷
戦
の
さ
な
か
や

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
の
際
に
は
東
欧
の
難
民

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
ア
ラ
ブ
系
・

ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
労
働
者
も
迎
え
入
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
人
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
精
神
に
あ
ふ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
同
時
に
新
規
な
移
住
者
た
ち
が

自
分
の
生
活
を
脅
か
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

も
抱
い
て
い
て
、
と
も
す
れ
ば
政
治
的
に
挑
発
さ
れ

た
外
国
人
排
斥
思
想
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る
。

街
角
の
「
多
文
化
」
と
「
交
流
文
化
」

私
の
ウ
ィ
ー
ン
で
の
研
究
生
活
は
ド
イ
ツ
滞
在
と

比
べ
る
と
、
食
事
の
点
で
苦
労
が
少
な
く
快
適
だ
っ

た
。
多
く
の
民
族
の
厨
房
が
揃
っ
て
い
る
た
め
、
料

理
は
自
在
に
選
択
で
き
る
し
、
自
分
の
味
覚
の
好
み

を
言
え
ば
、
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
そ
れ
に
応
じ
て

調
理
し
て
く
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
は
多
く
の
民
族
を
呑

み
こ
ん
で
多
文
化
を
混
在
さ
せ
な
が
ら
呼
吸
し
て
い

を
管
理
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
ツ
・
ア

メ
リ
カ
等
の
各
地
で
美
術
展
を
開
い
て
い
る
。

他
の
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
人
が
「
プ

ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
」
を
紹
介
す
る
と
い
う
の
で
、
同
行

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
称
号
が
大
学
教
授
を
意
味

す
る
の
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
邦
首
相
が
職

業
上
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
人
に
与
え
る
肩
書
だ

と
分
か
っ
た
の
は
、
相
手
に
面
会
し
た
時
だ
っ
た
。

彼
は
肌
が
浅
黒
く
、
が
っ
し
り
し
た
体
格
の
ロ
マ
系

の
画
家
だ
っ
た
。
ア
ト
リ
エ
に
導
か
れ
た
た
め
、
彼

の
絵
を
拝
見
で
き
る
も
の
と
期
待
し
た
が
、
し
か

し
彼
が
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
ナ
チ
が
彼
の
左
腕
に

刺
青
し
た
識
別
番
号
だ
っ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

を
は
じ
め
各
地
の
収
容
所
を
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
て

強
制
労
働
に
服
し
た
彼
は
、
大
阪
で
「
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
展
」
を
開
催
し
た
時
の
こ
と
を
懐
か
し
そ
う
に
物

語
っ
た
。
彼
が
収
集
し
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
関
す
る

資
料
お
よ
び
自
作
の
絵
は
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と

し
た
の
は
「
止
め
て
く
れ
、
も
う
二
度
と
！
」、「
目

覚
め
よ
！
」
と
い
う
絶
叫
に
も
似
た
声
が
訴
え
る
よ

う
に
、
地
球
上
の
絶
対
的
・
無
条
件
の
平
和
だ
っ
た
。

ま
た
、
あ
る
カ
フ
ェ
の
経
営
者
は
パ
レ
ス
チ
ナ
系

の
ウ
ィ
ー
ン
人
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
抗
議
運

動
に
係
わ
っ
て
い
る
た
め
、
店
に
い
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
。
あ
る
時
、
彼
が
大
量
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

店
内
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
、「
こ
ん
な
質
問
を
す
る

か
ら
と
い
っ
て
、
怒
ら
な
い
で
下
さ
い
」
と
い
う
条

件
の
も
と
に
、
政
治
問
題
に
つ
い
て
あ
か
ら
さ
ま
な

質
問
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
彼
は
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
こ
う
切
り
出
し
た
。「
い
や
、
心
配
ご

無
用
。
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ
で
は
、
人
間
が
感
じ
考

え
た
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
と
喋
っ
て
い
い
ん
で
す
。

ウ
ィ
ー
ン
と
は
そ
う
い
う
街
な
ん
で
す
よ
」。

ロマの画家Karl Stojka（1931-2003）。
「ホロコースト展」のために作成され
たカタログの表紙。ストイカはオース
トリアの小村生まれ。若くしてアウシュ
ヴィッツおよびドイツのブーヘンヴァル
トとフロッセンビュルクの強制収容所へ
送り込まれた。この本には、ゲシュタポ
（ナチの秘密国家警察）が逮捕したロ
マとシィンティ（系統は違うものの、双
方ともジプシー）の生活や彼らの顔およ
び個人情報が写真で掲載されている。
ストイカは50年かけてそれらの資料を
探しまわり、ベルリンの連邦公文書館で
発見。人類史の残酷さ・悲惨さの記念
碑のひとつとして後世に伝えることを企
画。彼の描いた絵もその一部である。
1999年、「プロフェッサー」となる。

ユダヤ人Adolf Frankl（1903-1983）
の絵画写真集の表紙。画題は「最後
の叫び」。フランクルはプレスブルク
（現在スロヴァキアの首都ブラスティ
ラヴァ、ウィーンの東方ほぼ55km）生
まれ。強制収容所から帰還した後は、
ウィーンの有名なカフェ「ハヴェルカ」
の階上にアトリエを構えた。この絵画集
は「紀元2000年記念祭」の折に、息
子トーマスがローマで企画した美術展
「地獄のヴィジョン － 忘却に逆らう芸
術」のカタログである。画集のなかに
収録されたアードルフの言葉を拾って
みよう。「私は自分の作品で世界のす
べての民族に警告の記念碑をうち建て
た。宗教や人種や政治見解がどうであ
ろうと、誰もこうした体験やこれと似た
境遇に遭ってはならないのだ」。 

ウィーンのカフェ（カフェ・ティローラーホーフ）
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特
に
華
人
の
比
率
が
高
く
、
州
知
事
な
ど
行
政
面
で
も
華
人
が
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
執
る
ペ
ナ
ン
は
、
世
界
的
に
見
て
も
代
表
的
な
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

の
景
観
と
言
え
る
。

し
か
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
中
国
の
華
南
や
台
湾
、
ま
た
香
港
や
マ
カ
オ
な

ど
と
決
定
的
に
違
う
点
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
マ
レ
ー
系
住
民
が

人
口
の
六
割
を
占
め
、
政
治
的
な
主
導
権
を
も
握
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
我
々
が
し
ば
し
ば
訪
れ
る
西
海
岸
の
諸
都
市
で
華
人
が
少
数
民
族
に
見

え
な
い
の
は
、
そ
の
分
東
海
岸
の
カ
ン
ポ
ン
（
村
落
）
に
マ
レ
ー
人
が
集
中

し
て
い
る
裏
返
し
で
も
あ
る
。
宗
教
が
異
な
り
、
小
学
校
か
ら
政
党
、
墓
場

ま
で
民
族
別
に
住
み
分
け
る
マ
レ
ー
シ
ア
に
、
民
族
間
の
接
触
の
場
は
多
く

な
い
。国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
た
マ
レ
ー
人
女
性
監
督
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
ー
マ
ッ

ド
の
映
画『SEPET

』
は
、華
人
男
性
と
マ
レ
ー
人
女
性
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

と
い
う
「
禁
忌
」
を
描
い
て
話
題
に
な
っ
た
。

マ
レ
ー
人
女
子
高
生
の
オ
ー
キ
ッ
ド
は
、
母
の
影
響
で
香
港
映
画
が
お
気

に
入
り
。
特
に
中
国
人
男
優
の
細
目
の
一
重
瞼
が
好
み
。
あ
る
日
イ
ン
ド
系

の
親
友
リ
ン
と
市
場
を
ひ
や
か
し
て
い
る
と
、
海
賊
版
Ｖ
Ｃ
Ｄ
売
り
の
華
人

青
年
ジ
ェ
イ
ソ
ン
に
出
会
い
、
二
人
は
引
か
れ
合
う
。
ジ
ェ
イ
ソ
ン
の
友
達

の
華
人
は
言
う
。「
マ
レ
ー
人
の
彼
女
な
ん
て
面
倒
の
種
な
だ
け
さ
。
イ
ス

ラ
ム
教
に
改
宗
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
し
」。
広
東
語
を
操
る
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア
ー

マ
ッ
ド
監
督
の
夫
も
華
人
で
、
こ
の
映
画
は
体
験
に
根
ざ
し
た
ス
ト
ー
リ
ー

で
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
西
海
岸
の
諸
都
市
に
は
交
流
文
化
の
場
は
な
い
の
か
？　

イ

ポ
ー
を
舞
台
に
し
た
『SEPET

』
で
二
人
が
デ
ー
ト
し
て
い
た
交
流
文
化

の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
都
市
な
ら
で
は
の
「K

opitiam

」
だ
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
タ
イ
か
ら
連
な
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
延
び
る
マ
レ
ー

半
島
と
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
北
部
と
に
国
土
を
二
分
す
る
国
で
あ
る
。
日
本
か

ら
一
番
近
い
の
は
ボ
ル
ネ
オ
島
、
サ
バ
州
の
サ
ン
ダ
カ
ン
で
、
マ
レ
ー
シ
ア

往
復
の
国
際
線
で
は
、
そ
れ
と
知
ら
ず
経
由
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
旅
行
者
の
多
く
が
目
的
地
と
す
る
の
は
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
近
郊

の
K
L
I
A
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
国
際
空
港
）
を
玄
関
口
と
す
る
マ
レ
ー
半

島
だ
ろ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
旅
行
の
訪
問
地
と
し
て
ペ
ナ
ン
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
マ

ラ
ッ
カ
、
そ
し
て
隣
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

地
図
上
で
こ
れ
ら
の
都
市
を
探
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
マ
レ
ー
半
島
の
西

海
岸
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
歴
史
的
に
は
十
九
世
紀
以
来
、
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
「
マ
ラ
ヤ
」
の
中
で
も
、
ペ
ナ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
三
都
市
は
海
峡
植
民
地
と
呼
ば
れ
、
錫
（
ピ
ュ
ー
タ
ー
）

等
の
集
積
地
と
し
て
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
に
多
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
。

華
人
男
性
と
マ
レ
ー
人
女
性
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

マ
レ
ー
シ
ア
旅
行
に
来
た
も
の
の
、ト
ド
ン（
ス
カ
ー
フ
）
を
冠
っ
た
マ
レ
ー

人
女
性
や
、
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
イ
ン
ド
系
の
人
た
ち
も
い
る
こ
と
は
い
る

が
、漢
字
の
看
板
も
多
い
し
、中
国
語
も
聞
こ
え
て
来
る
。
何
だ
か
町
中
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
み
た
い
、
と
は
よ
く
聞
か
れ
る
感
想
だ
。
旅
行
者
が
接
す
る
の

が
主
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
人
々
の
せ
い
も
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
な
歴
史
的
経

緯
か
ら
、
西
海
岸
の
諸
都
市
に
は
鉱
山
労
働
者
と
し
て
中
国
系
（
華
人
）
住

民
が
多
く
集
住
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。
か
つ
て
は
イ
ギ
リ
ス
人
植
民
者
と

の
仲
介
役
と
し
て
、
華
人
集
団
の
元
締
め
で
あ
る
「K

apitan

」
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

マレーシア

シンガポール

クアラルンプール

マラッカ

イポー
ペナン

19

サンダカン

18

Kopitiam
マレーシアの交流文化スポット
舛谷 鋭（社会学部）

マレーシアの「Kopitiam」と呼ばれるコーヒー店。

そこではどんな民族間交流が行われているのだろうか。
写真／舛谷 鋭、松岡宏大
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1 イポーのKopitiamでは白コーヒーが定番 
2  マラッカのショップハウス通り　3  クアラル
ンプールのチャイナタウンはアーケード完備 
4  ミルク、砂糖たっぷりのペナンコーヒーとトー
スト、卵のセットはKopitiamの典型メニュー

五
一
三
事
件
以
後
の
世
代
と
「K

opitiam

」

「K
opitiam

」
と
は
中
国
語
福
建
方
言
で
「
コ
ー
ヒ
ー
店
」
の
こ
と
で
あ

る
。
華
人
の
五
大
幇
（
グ
ル
ー
プ
）
の
中
で
も
、
福
州
人
、
海
南
人
が
経
営

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
イ
ン
ド
系
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
経
営
し
て
い
る
店

はM
am

ak

ス
ト
ー
ル
（
屋
台
）
と
呼
ば
れ
る
。
中
国
華
南
沿
海
部
か
ら
東
南

ア
ジ
ア
の
都
市
に
か
け
て
特
徴
的
な
、
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
回
廊

で
連
な
る
二
〜
三
階
建
て
の
長
屋
の
一
階
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
し
て
朝

か
ら
晩
ま
で
営
業
し
て
い
る
店
が
多
い
。
天
井
に
は
直
付
け
の
大
き
な
扇
風

機
が
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
お
り
、
虫
除
け
の
役
目
も
果
た
し
て
い
る
。
奥
の
ス

ペ
ー
ス
は
冷
房
が
効
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
の
な
い
丸
卓
と
、
背
も
た
れ
の
な
い
イ
ス
に
好
み
の

場
所
を
決
め
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
店
に
よ
っ
て
特
別
の
入
れ
方
を
し
た
コ
ー

ヒ
ー
を
、K

opiO

（
ブ
ラ
ッ
ク
／
福
建
南
部
方
言
）、K

opiC

（
砂
糖
ミ
ル
ク
入
り

／
海
南
方
言
）
な
ど
と
頼
む
。
イ
ポ
ー
に
は
白
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
の
も
あ
る
。

K
aya

（
コ
コ
ナ
ッ
ツ
）
ジ
ャ
ム
ト
ー
ス
ト
と
ゆ
で
卵
も
欠
か
せ
な
い
。
な
ぜ

か
水
槽
が
置
い
て
あ
っ
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
大
き
な
川
魚
が
じ
っ
と
し
て

い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
華
人
に
と
っ
て
、
こ
う
し
たK

opitiam

は
、
今
や
文
化
的
な

存
在
で
あ
る
ら
し
い
。
一
九
五
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
後
、
一
九
六
九

年
は
最
大
の
民
族
間
摩
擦
の
年
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
。
同
年
五
月
の
選
挙
で

躍
進
し
た
野
党
支
持
者
（
華
人
）
と
与
党
支
持
者
（
マ
レ
ー
人
）
の
人
種
暴
動

は
、五
月
一
三
日
に
流
血
の
惨
事
と
な
り
、二
百
名
近
い
死
者
を
出
し
た
。翌
年
、

独
立
の
父
、
初
代
首
相
ラ
ー
マ
ン
は
引
退
し
、
マ
レ
ー
人
優
先
の
新
経
済
政

策
の
時
代
へ
と
進
み
行
く
。
特
に
こ
の
五
一
三
事
件
以
後
の
世
代
に
と
っ
て
、

K
opitiam

は
典
型
的
な
民
族
間
交
流
の
場
と
し
て
映
る
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
ン
・
ピ
ン
ホ
制
作
の
『K

opitiam

』
は
一
九
九
七
年
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
だ
。
亡
き
父
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
継
い
だ
マ
リ
ー
は
、
店
を

改
装
し
「K

opitiam

」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
友
達
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
や
俳

優
修
行
中
の
ジ
ョ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア
ン
で
法
律
家
の
ス
ー
ザ
ン
も
加

わ
っ
て
、
彼
女
のK

opitiam

は
大
に
ぎ
わ
い
…
…
。

他
に
も
短
編
映
画
や
小
説
な
ど
、K

opitiam

を
舞
台
と
し
た
作
品
は
少

な
く
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
が
子
供
の
と
き
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
古
き
良
き

K
opitiam

で
過
ご
し
た
時
間
を
な
つ
か
し
く
思
う
こ
と
と
も
関
係
す
る
の

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
な
ら
マ
レ
ー
人
の
友
達
と
も
、
イ
ン
ド
系
で
ヒ
ン
ズ
ー
教

徒
の
知
人
と
も
安
心
し
て
語
り
合
い
、
時
を
過
ご
せ
る
。

様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
る
交
流
の
場

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
旧
市
街
の
中
心
に
あ
る
ペ
タ
リ
ン
通
り
は
「
茨
廠

街
」
と
い
う
中
国
語
名
で
も
知
ら
れ
る
が
、
近
年
は
通
り
全
体
に
屋
根
が
掛

か
り
、
多
く
の
屋
台
が
出
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
周

辺
の
ス
ル
タ
ン
通
り
な
ど
に
は
百
年
以
上
経
っ
た
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
が
多
い

が
、
保
存
修
復
の
進
ん
で
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
比
べ
、
生
活
空
間
そ
の
ま

ま
で
、細
い
路
地
奥
の
市
場
は
香
港
映
画『
重
慶
森
林
』（
邦
題
：
恋
す
る
惑
星
）

に
描
か
れ
た
近
い
昔
の
香
港
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

K
opitiam

は
こ
う
し
た
「
オ
ー
ル
ド
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
（
老
店
屋
）」
の

あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
が
、
あ
る
日
突
然
崩
れ
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
。
二
〇

〇
五
年
四
月
十
三
日
、
そ
の
日
は
や
っ
て
き
た
。
熱
帯
に
つ
き
も
の
の
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
の
雷
雨
、
ス
コ
ー
ル
が
激
し
さ
を
増
し
た
と
き
、
ス
ル
タ

ン
通
り
の
戦
前
か
ら
の
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
う
ち
、
二
棟
の
二
階
部
分
が
滑

べ
り
落
ち
た
。
幸
い
怪
我
人
が
二
人
出
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
続
き
の
七
棟
に

崩
壊
の
危
険
が
あ
り
、
一
二
人
が
政
府
の
施
設
に
収
容
さ
れ
た
。
周
り
の
喧

噪
と
関
わ
り
な
く
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
は
老
人
だ
っ
た
。

今
や
街
角
の
交
流
の
場
は
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
象
徴
で
あ
る「
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
」
や
、
華
人
ば
か
り
で
な
く
マ
レ
ー
系
で
も
イ
ン
ド
系
で
も
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
」
に
様
変
わ
り
し

つ
つ
あ
る
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
第

一
号
は
、
モ
ン
ト
キ
ア
ラ
の
「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」
と
言
わ
れ
る
が
、
他
に

も
「
コ
ー
ヒ
ー
ビ
ー
ン
」
な
ど
、
外
資
系
の
チ
ェ
ー
ン
店
で
は
民
族
を
問
わ

ず
、
パ
ソ
コ
ン
片
手
に
商
談
し
て
い
る
人
た
ち
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
甘

く
な
い
コ
ー
ヒ
ー
を
根
付
か
せ
た
功
績
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
チ
ェ
ー

ン
店
が
な
つ
か
し
く
思
わ
れ
る
日
は
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ル
タ
ン
通
り
の
一
二
人
の
老
人
の
う
ち
、
天
涯
孤
独
の
「
媽
姐
」
と
呼

ば
れ
た
八
九
歳
の
黄
珍
老
婆
は
、
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
が
壊
れ
て
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
の
、
と
い
う
問
い
に
こ
う
答
え
て
い
る
。

「
み
ん
な
こ
ん
な
に
歳
と
っ
て
。
お
迎
え
が
来
た
っ
て
こ
と
、同
じ
こ
と
さ
」。

12
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終
戦
間
近
い
一
九
四
二
年
、
当
時
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
か
ら
ひ
と
り
の
若
い
詩
人
が
立
教
大
学
に
留
学
し
て
い
る
。

彼
の
名
は
、
尹
東
柱
（
ユ
ン
・
ド
ン
ジ
ュ
）。
当
時
の
大
学
の
教
師
や
学
生
た
ち
は
、
彼
と
「
出
会
っ
た
」
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
他
者
と
「
出
会
う
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

写
真
／
稲
垣
徳
文
、
李
垠
京

「
す
れ
ち
が
い
」か
ら
ほ
ん
と
う
の「
出
会
い
」へ

田
中 
望
（
観
光
学
部
）

「すれちがい」からほんとうの「出会い」へ

東
京
と
い
う
巨
大
な
都
市
圏
で
、
わ
れ
わ
れ
は
さ

ま
ざ
ま
な
異
人
（
他
者
）
と
日
常
的
に
接
触
し
て
い
る
。

た
ぶ
ん
接
触
せ
ず
に
は
生
き
て
い
け
な
い
状
態
に
あ

る
。
し
か
し
、
接
触
は
つ
ね
に
交
流
を
生
む
と
は
か

ぎ
ら
な
い
。
人
と
人
が
接
触
す
る
こ
と
は
交
流
の
出

発
点
で
あ
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
は
な
い
が
、
そ
の
接

触
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
、
ほ
ん
と
う
の
「
出
会

い
」
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、大
半
は
「
す
れ
ち
が
い
」、

「
出
会
い
そ
こ
な
い
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

立
教
留
学
時
代
に
書
か
れ
た
五
つ
の
詩
篇

立
教
大
学
は
、
そ
の
巨
大
な
首
都
圏
の
ひ
と
つ
の

中
心
で
あ
る
池
袋
と
そ
こ
に
近
い
新
座
に
あ
っ
て
、

し
か
も
池
袋
周
辺
は
首
都
圏
の
な
か
で
も
指
折
り
の

多
様
性
に
と
ん
だ
街
で
あ
る
。
そ
の
立
教
大
学
に
、

終
戦
間
近
い
一
九
四
二
年
、
当
時
日
本
の
植
民
地
で

あ
っ
た
朝
鮮
か
ら
ひ
と
り
の
若
い
詩
人
が
留
学
し
て

き
た
の
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
韓
国
で

は
学
校
教
科
書
に
も
の
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
だ
れ

で
も
が
知
っ
て
い
る
詩
人
尹
東
柱（
ユ
ン
・
ド
ン
ジ
ュ
）

で
あ
る
（
こ
の
詩
人
の
作
品
は
、日
本
の
国
語
教
科
書
（
筑

摩
書
房
編
『
高
校
新
編
現
代
文
』）
に
も
、
日
本
人
作
家
の

文
章
の
な
か
に
引
用
さ
れ
る
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
み
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
高
校
生
た
ち
は

け
っ
こ
う
い
る
と
思
う
）。

日
本
の
植
民
地
支
配
下
の
朝
鮮
で
は
、
日
本
語
に

よ
る
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
学
校
で
は
ハ
ン

グ
ル
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
尹
東
柱

は
一
六
、七
歳
か
ら
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
詩
を
書
き
つ

づ
け
た
。
お
そ
ら
く
、
尹
東
柱
自
身
は
日
本
語
で
教

育
を
受
け
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
日
本
で
の
生
活
も

大
学
で
勉
強
す
る
こ
と
も
、
こ
と
ば
に
不
自
由
す
る

こ
と
は
た
ぶ
ん
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ

そ
れ
で
も
、
尹
東
柱
は
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
詩
を
書
き

つ
づ
け
て
い
た
。

そ
の
こ
と
を
当
時
立
教
大
学
に
い
た
教
師
た
ち
や

同
級
の
大
学
生
た
ち
の
な
か
で
、
知
っ
て
い
る
人
間

が
ど
の
く
ら
い
い
た
だ
ろ
う
か
。
尹
東
柱
は
、
立
教

時
代
に
書
い
た
詩
を
郵
便
で
故
郷
の
友
人
に
送
っ
て

い
た
と
い
う
。
彼
の
現
在
残
さ
れ
て
い
る
詩
は
、『
空

と
風
と
星
と
詩　

尹
東
柱
全
詩
集
』（
一
九
八
四
、
影

書
房
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
最

後
の
五
篇
が
立
教
大
学
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
の
原
稿
は
、
な
ん
と
立
教
大
学

の
英
文
の
便
箋
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
だ
。
そ
れ

が
『
空
と
風
と
星
と
詩　

尹
東
柱
全
詩
集
』
の
口

絵
写
真
（
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
の
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
立
教
大
学
の
マ
ー
ク
が
あ
り
、
英
文
で

〝
R
I
K
K
Y
O　

U
N
I
V
E
R
S
I
T
Y
〞

と
い
う
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
が
つ
い
て
い
る
。

す
で
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
い
た

尹東柱記念館にて（ソウル・延世大学）
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こ
の
時
期
、
紙
な
ど
の
物
資
も
さ
ほ
ど
潤
沢
で
は
な

か
っ
た
と
き
に
、
尹
東
柱
は
ど
う
や
っ
て
こ
の
用
紙

を
手
に
入
れ
、
そ
れ
に
ハ
ン
グ
ル
の
詩
を
書
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
立
教
大
学
の
教
師
の
だ
れ
か
が
、
彼
に

あ
た
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ま
え
、
す
で
に
前

年
末
に
真
珠
湾
攻
撃
が
お
こ
な
わ
れ
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
に
突
入
し
て
い
た
当
時
の
日
本
で
、
植
民
地
出

身
の
学
生
が
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
を
経
験
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
う
い

う
な
か
で
立
教
大
学
に
き
た
尹
東
柱
が
、
立
教
大
学

の
英
文
の
便
箋
に
詩
を
書
き
残
し
た
と
い
う
こ
と
が
、

当
時
の
立
教
大
学
の
学
生
と
教
師
た
ち
の
あ
い
だ
の

親
密
な
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
六
畳
部
屋
は
他
人（
ひ
と
）
の
国
」

こ
の
立
教
大
学
の
便
箋
に
か
か
れ
た
五
編
の
詩
は
、

ひ
そ
か
に
ソ
ウ
ル
の
友
人
に
郵
便
で
送
ら
れ
た
。
ソ

ウ
ル
の
友
人
は
日
本
の
官
憲
の
目
に
触
れ
る
の
を
お

そ
れ
て
，
手
紙
の
部
分
は
焼
き
捨
て
，
詩
篇
の
原
稿

の
み
甕か

め

に
い
れ
て
床
下
に
埋
め
て
お
い
た
た
め
に
現

在
に
残
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
五
篇
の

詩
の
う
ち
、
最
後
の
、
日
付
を
も
た
な
い
「
春
」
と

い
う
詩
は
、
あ
や
ま
っ
て
手
紙
と
と
も
に
最
後
の
部

分
が
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
未
完
に
な
っ

て
い
る
。

尹
東
柱
が
立
教
大
学
に
い
た
の
は
、
わ
ず
か
半

年
に
す
ぎ
な
い
。
四
二
年
の
一
〇
月
に
は
京
都
の
同

志
社
大
学
に
う
つ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
年
の
七
月

一
四
日
に
独
立
運
動
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
、
釈
放
さ

れ
な
い
ま
ま
、
四
五
年
二
月
一
六
日
に
福
岡
刑
務
所

で
衰
弱
の
た
め
獄
死
し
て
い
る
。
植
民
地
朝
鮮
が
解

放
さ
れ
る
、
わ
ず
か
六
か
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。
も

し
彼
が
、
あ
と
六
か
月
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
と
し

た
ら
、
ど
ん
な
詩
を
書
い
た
だ
ろ
う
。
尹
東
柱
の
死

は
人
体
実
験
に
よ
る
虐
殺
だ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

尹
東
柱
が
同
志
社
大
学
で
留
学
生
生
活
を
送
っ
た

の
も
九
か
月
あ
ま
り
で
あ
る
が
、
そ
の
間
も
、
彼
は

ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
詩
を
書
き
つ
づ
け
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
詩
は
ま
っ
た
く
残
さ
れ
て
い
な

い
。
逮
捕
さ
れ
た
当
時
、
彼
の
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
詩

は
す
べ
て
没
収
さ
れ
、
敗
戦
の
と
き
に
焼
却
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
尹
東
柱
の
逮
捕
理

由
は
独
立
運
動
に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
ど
の
て
い
ど
運
動
に
深
入
り
し
て
い
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
ら
し
い
。
た
だ
そ
の
こ
ろ
、
ハ
ン
グ

ル
で
も
の
を
書
く
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
抗
日
思
想

と
み
な
さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
空
と
風
と
星
と
詩　

尹
東
柱
全
詩
集
』
に
残
さ

れ
て
い
る
最
後
の
日
付
を
も
っ
た
詩
は
、
立
教
大
学

時
代
の
一
九
四
二
年
六
月
三
日
と
い
う
日
付
を
も
つ

「
た
や
す
く
書
か
れ
た
詩
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
「
た
や
す
く
書
か
れ
た
詩
」
の
一
節

で
あ
る
が
、
こ
の
「
六
畳
部
屋
」
は
い
っ
た
い
ど
こ

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
池
袋
か
ら
そ
ん
な

に
遠
く
な
い
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
。
す
く
な
く
と
も

東
京
圏
の
な
か
に
住
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。

お
な
じ
よ
う
に
立
教
時
代
に
か
か
れ
た
五
篇
の
詩

の
う
ち
の
一
つ
、
一
九
四
二
年
五
月
一
三
日
の
「
い

と
し
い
追
憶
」
の
な
か
に
、

と
あ
る
か
ら
、
池
袋
か
ら
は
す
こ
し
は
な
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
ア
パ
ー
ト
で
尹
東
柱
は
お
そ
ら
く
六
畳
一
間

に
生
活
し
、
そ
れ
を
「
他
人
（
ひ
と
）
の
国
」
と
感

じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

根
底
に
あ
る
力
の
不
均
衡

当
時
の
立
教
大
学
の
教
師
や
学

生
た
ち
は
、
尹
東
柱
と
ど
の
よ
う

な
接
触
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ほ

ん
と
う
に
尹
東
柱
と「
出
会
っ
た
」

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
へ
ん
の
事
情

は
く
わ
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。
立

教
大
学
に
は
、
尹
東
柱
の
在
籍
を

し
め
す
学
籍
簿
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
詩
人
尹
東
柱
の
事
跡
を
あ
ら

わ
す
な
に
か
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
話
は
き
い
て
い
な
い
。
お
そ
ら

く
多
く
の
教
師
や
学
生
た
ち
は
、

植
民
地
朝
鮮
か
ら
き
た
学
生
と
し

て
接
触
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
当

時
尹
東
柱
の
詩
を
読
ん
だ
人
が
、

立
教
大
学
関
係
者
の
な
か
に
ひ
と

り
で
も
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

尹
東
柱
と
い
う
人
間
と
ほ
ん
と

う
に
出
会
う
た
め
に
は
、
す
く
な

く
と
も
彼
の
書
い
た
詩
を
読
ん
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
尹
東
柱
の
作
品
が
印
刷
さ
れ

た
の
は
す
べ
て
彼
の
死
後
で
あ
り
、
生
前
は
ま
っ
た

く
無
名
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
詩
は
手
書
き
の
ハ

ン
グ
ル
で
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ハ
ン
グ
ル
が
読

め
な
く
て
も
、
尹
東
柱
に
日
本
語
に
訳
し
て
も
ら
っ

て
で
も
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
人
が
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
「
六
畳
部
屋
は
他
人
の
国
」
と
詠
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
彼
の
想
い
。
宗
主
国
日
本

と
そ
の
植
民
地
朝
鮮
の
は
ざ
ま
で
、
尹
東
柱
が
ど
う

生
き
、
ど
う
想
っ
た
か
。
そ
う
し
た
尹
東
柱
の
肉
声

を
聞
き
と
っ
て
こ
そ
、は
じ
め
て
尹
東
柱
に「
出
会
っ

た
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
が
な
い
か
ぎ
り
、
尹

東
柱
と
い
う
人
間
と
顔
を
あ
わ
せ
、

話
を
し
、
接
触
し
て
い
た
と
し
て

も
、そ
れ
は「
出
会
い
そ
こ
な
い
」

と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

た
ぶ
ん
立
教
大
学
関
係
者
の
な

か
に
、
尹
東
柱
の
め
ん
ど
う
を
み

た
人
も
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
学

生
の
な
か
に
も
、
植
民
地
朝
鮮
か

ら
留
学
し
て
き
た
尹
東
柱
に
同
情

し
、
な
ん
ら
か
の
支
援
を
し
よ
う

と
し
た
人
間
も
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
し
た
接
触
で
は
、
お
そ

ら
く
尹
東
柱
の
気
も
ち
も
和
み
、

留
学
生
活
の
さ
び
し
さ
も
一
時
的

に
は
忘
れ
る
こ
と
も
で
き
た
か
も

し
れ
な
い
。
当
時
の
立
教
大
学
は

小
規
模
な
大
学
で
、
学
生
と
教
師

尹東柱が立教大学に留学する前に在籍していたソウルの延禧専門学校（現在の延世大学）の学生寮は
現在、尹東柱記念館となっており、彼の生前をしのぶ遺品の数々が展示されている。

ソウルの延世大学キャンパス内には
尹東柱の詩碑がある。
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な
ど
の
大
学
関
係
者
と
の
あ
い
だ
の
密
接
な
か
か
わ

り
で
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
伝
統
は
現
在
の
立
教
大

学
に
も
受
け
つ
が
れ
、
と
く
に
観
光
学
部
の
よ
う
な

留
学
生
の
多
い
学
部
で
は
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生

と
の
交
流
が
さ
か
ん
で
あ
る
。
そ
う
い
う
雰
囲
気
の

な
か
で
、
た
ぶ
ん
尹
東
柱
も
立
教
大
学
関
係
者
の
な

か
に
友
達
が
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
尹
東
柱
は
「
六
畳
部
屋
は
他

人
の
国
」
と
詠
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
接
触
は
、

日
本
と
朝
鮮
の
力
関
係
、
宗
主
国
う
ま
れ
の
人
間
と

植
民
地
う
ま
れ
の
人
間
と
の
関
係
を
、
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
と
し
て
認
め
て
し
ま
っ
た
う
え
で
、
相
手
に

あ
わ
れ
み
を
か
け
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
尹
東
柱

と
の
そ
う
し
た
接
触
の
な
か
で
、
留
学
生
の
つ
ら
さ

が
わ
か
っ
た
と
か
、
植
民
地
朝
鮮
の
こ
と
を
理
解
し

た
と
か
思
っ
た
人
た
ち
も
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
た

ぶ
ん
尹
東
柱
は
、
そ
う
し
た
人
に
出
会
う
ご
と
に
、

む
し
ろ
そ
う
い
う
と
き
に
こ
そ
「
六
畳
部
屋
は
他
人

の
国
」
と
詠
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

こ
う
し
た
接
触
は
や
は
り「
出
会
い
」で
は
な
く
て
、

「
す
れ
ち
が
い
」
と
い
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
は
ふ
た
り
の
人
間
が
生
身
で
む
か
い
あ
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
お
た
が
い
に
理
解
し
あ
う
関
係
で

は
あ
っ
て
も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
力
の
関
係
の
不
均

衡
を
こ
わ
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。「
出
会
い
そ

こ
な
い
」
は
そ
の
力
関
係
を
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と

し
て
、
そ
の
関
係
の
な
か
で
の
み
相
手
を
評
価
し
、

じ
ぶ
ん
に
と
っ
て
役
に
た
つ
相
手
で
あ
れ
ば
受
け
い

れ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
排
除
す
る
と
い
う
か
か
わ
り

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。「
す
れ
ち
が
い
」
は
よ
り
深

い
関
係
で
は
あ
る
が
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う
気
持

ち
か
ら
支
援
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
根
底

の
力
関
係
を
問
い
な
お
す
こ
と
は
し
な
い
で
成
立
す

る
関
係
（
い
わ
ゆ
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
：
強
者
が
「
お
ま

え
に
と
っ
て
な
に
が
い
ち
ば
ん
い
い
か
は
、
お
ま
え
よ
り
わ

た
し
の
ほ
う
が
よ
く
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
が
お
ま

え
に
か
わ
っ
て
判
断
し
て
あ
げ
る
」
と
い
っ
て
弱
者
を
援
助

す
る
関
係
）
な
の
だ
。

真
の
交
流
文
化
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

考
え
て
み
れ
ば
、
観
光
旅
行
な
ど
で
出
会
う
人
と

の
関
係
は
多
く
の
場
合
に
「
出
会
い
そ
こ
な
い
」
で

し
か
な
い
し
、
そ
こ
に
学
習
の
要
素
を
ふ
く
め
た
ス

タ
デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
で
あ
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
の
と
こ

ろ
「
す
れ
ち
が
い
」
で
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
交
流
」
と
い
う
こ
と
ば
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

安
易
に
つ
か
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
。「
国
際
交
流
」
と

い
う
言
葉
が
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
つ
か
わ

れ
、
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
す
こ
し
前
の
こ
と
に
な

る
け
れ
ど
も
、
現
在
で
も
「
交
流
」
と
い
う
こ
と
ば

は
、
ぎ
す
ぎ
す
し
た
人
間
社
会
や
紛
争
の
た
え
な
い

国
際
社
会
を
い
や
す
た
め
の
魔
法
の
杖
の
よ
う
に
つ

か
わ
れ
て
い
る
。

「
多
文
化
交
流
」
と
か
「
共
生
の
た
め
の
交
流
」
と

か
も
、
お
な
じ
よ
う
な
魔
法
の
杖
に
す
ぎ
な
い
。
そ

こ
で
目
指
さ
れ
て
い
る
の
は
せ
い
ぜ
い
「
す
れ
ち
が

い
」
で
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
真
の
意
味
で
の

「
交
流
」
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、「
出
会
い
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
と
て

も
困
難
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
真
の
意
味
の
「
交
流
」
を
め

ざ
し
た
文
化
を
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
交
流
」
と
い
う
文
化
を
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と

り
が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
が
よ
く
な
る
か
ど
う
か
が
か
か
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
生
活

圏
の
な
か
で
、
ま
ず
「
交
流
」
と
い
う
文
化
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
立
教
大
学
の
池
袋
と

新
座
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
多
様
な
人
間
の
混
住
す
る

東
京
圏
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
自
己
訓
練

に
は
最
適
の
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

立
教
大
学
観
光
学
部
に
で
き
る
交
流
文
化
学
科
は
、

そ
う
い
う
「
交
流
」
と
い
う
文
化
を
育
て
る
た
め
の

核
に
な
る
は
ず
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
立
教
大
学
は
い

ま
学
部
の
数
も
増
え
、
徐
々
に
大
規
模
化
し
て
お
り
、

学
生
と
教
師
な
ど
大
学
関
係
者
と
の
あ
い
だ
の
親
密

な
関
係
が
う
す
れ
つ
つ
あ
る
。
交
流
文
化
学
科
は
、

以
前
の
立
教
大
学
の
も
っ
て
い
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

関
係
を
と
り
も
ど
す
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ

で
は
他
者
と「
出
会
い
そ
こ
ね
る
」の
で
も
な
く
、「
す

れ
ち
が
う
」
の
で
も
な
い
、ほ
ん
と
う
の
「
出
会
い
」

が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
交
流
文
化
学
科

の
学
生
た
ち
が
そ
う
い
う
「
出
会
い
」
の
力
を
身
に

つ
け
、
そ
し
て
そ
れ
を
広
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
日

本
社
会
を
多
文
化
化
し
て
い
く
原
動
力
に
な
る
の
だ

と
思
う
。

東
京
首
都
圏
に
は
、
留
学
生
な
ど
の
外
国
人
ば
か

り
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
、
沖
縄
の
人
び
と
、

い
わ
ゆ
る
被
差
別
部
落
の
出
身
者
た
ち
、
国
籍
の
み

を
異
に
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
た
ち
も
い
る
。
外

国
人
の
な
か
に
は
難
民
の
認
定
を
求
め
て
、
日
本
で

不
安
定
な
立
場
で
、
裁
判
を
闘
っ
て
い
る
人
た
ち
も

い
る
。
精
神
・
身
体
・
知
的
障
害
を
も
っ
て
い
る
人

た
ち
、
エ
イ
ズ
な
ど
の
特
殊
な
病
気
を
も
っ
て
い
る

人
び
と
も
お
お
ぜ
い
い
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
ま

だ
顔
の
見
え
な
い
他
者
で
あ
る
。「
交
流
」
と
い
う

文
化
を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
の

足
元
か
ら
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
異
人
（
他
者
）
を

発
見
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ

ろ
う
。

尹
東
柱（
ユ
ン
・
ド
ン
ジ
ュ
）

一
九
一
七
年
一
二
月
三
〇
日
、
当
時
満
州
と

呼
ば
れ
て
い
た
中
国
東
北
部
間
島
省
（
現
在

の
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
）
の
明
東
で

生
ま
れ
る
。
一
族
は
敬
け
ん
な
キ
リ
ス
ト
教

徒
。
三
八
年
ソ
ウ
ル
の
延
禧
専
門
学
校（
現
在

の
延
世
大
学
）
文
科
に
入
学
。
こ
の
時
期
、
全

国
紙
の『
朝
鮮
日
報
』
な
ど
に
作
品
を
発
表
す

る
。
四
二
年
三
月
立
教
大
学
文
学
部
英
文
科

に
入
学
し
、
約
半
年
を
過
ご
す
。
こ
の
時
期
に

書
か
れ
た
の
が
「
た
や
す
く
書
か
れ
た
詩
」
で

あ
る
。
同
年
一
〇
月
同
志
社
大
学
に
転
入
学
。

だ
が
、
四
三
年
七
月
京
都
警
察
署
に
よ
り
独

立
運
動
の
嫌
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
。
懲
役
二
年

の
判
決
を
受
け
、
福
岡
刑
務
所
で
服
役
中
の

四
五
年
二
月
一
六
日
獄
死
す
る
。
没
後
三
年

の
四
八
年
、
遺
稿
を
集
め
た
詩
集『
空
と
風
と

星
と
詩
』
が
ソ
ウ
ル
で
刊
行
さ
れ
る
。

『
空
と
風
と
星
と
詩
』（
影
書
房 

一
九
八
四
）

立
教
大
学
の
便
箋
に
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
詩
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尹
東
柱（
伊
吹
郷
訳
）『
空
と
風
と
星
と
詩
』（
影
書
房
）
よ
り
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33 32秋田の農村観光調査「旅する人物像を創造する」

秋
田
の

農
村
観
光
調
査

旅
す
る

人
物
像
を

創
造
す
る

「
交
流
文
化
」フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

立
教
大
学
観
光
学
部
村
上
研
究
室
で
は
、
こ
の
一
〇
年
間
継
続
し
て
秋

田
県
仙
北
郡
（
角
館
町
、
田
沢
湖
町
、
西
木
村
）
で
農
村
観
光
（
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
田
沢
湖
を
有
す
る
田
沢
湖
町

な
ど
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
は
、
年
々
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
高
齢
化
も
深
刻
で
、
総
人
口
の
二
〇
％
以
上
が
六
五
歳
以
上
で
あ

る
。
若
い
世
代
の
農
業
人
口
も
減
り
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
が
見
ら
れ

る
と
い
う
意
味
で
も
、
日
本
の
農
村
地
域
が
抱
え
る
典
型
的
な
問
題
を
有

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
で
い
か
に
観
光
が
成
立
す
る
か
を
考
え
る
と
き
、
従
来

型
の
観
光
地
計
画
の
た
め
の
調
査
は
有
効
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
村
上
研

究
室
で
は
、
農
村
観
光
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
」
を
主
眼
に

置
き
、「
ふ
れ
あ
い
」
か
ら
導
か
れ
る
旅
行
者
と
受
け
入
れ
側
に
生
じ
る

感
情
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
実
際
に
こ
の
地
域
の
農
家
や
商
家
に

泊
ま
り
込
み
、
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
調
査
す
る
と
い

う
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、旅
行
者
が
こ
う
し
た「
ふ
れ
あ
い
」

2

立
教
大
学
観
光
学
部　
村
上
研
究
室

調査場所
秋田県仙北郡（西木村、角館町、田沢
湖町）

秋田市

田
沢
湖
町

西
木
村
角
館
町

秋田県

青森県

山形県

岩手県

型
観
光
に
な
ぜ
魅
力
を
感
じ
る
の
か
、
分
析
を
続
け
て
き
た
。

二
〇
〇
四
年
度
の
調
査
で
は
、
こ
う
し
た
継
続
的
な
調
査
の
次
な
る
展

開
と
し
て
、「
角
館
町
、田
沢
湖
町
、西
木
村
を
旅
す
る
人
物
像
を
創
造
す
る
」、

す
な
わ
ち
こ
の
地
域
を
旅
す
る
理
想
的
な
人
物
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
を
、
調
査
を
通
し
て
抽
出
し
た
デ
ー
タ
に
よ
り
再
構
成
し
、
つ
く

り
あ
げ
る
と
い
う
作
業
に
着
手
し
た
。
こ
う
し
た
理
想
的
な
人
物
像
を
描

き
あ
げ
る
こ
と
を
学
生
ば
か
り
か
地
元
の
人
も
巻
き
込
ん
で
行
う
こ
と
で

こ
の
地
域
の
魅
力
を
立
教
大
学
、
農
村
、
町
と
の
交
流
の
中
か
ら
再
発
見

し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

調
査
合
宿
中
、
各
ゼ
ミ
員
は
「
農
家
体
験
」「
商
家
体
験
」「
茶
飲
み
友

達
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
こ
の
地
域
で
の
住
民
と
の
交
流
体

験
や
そ
の
と
き
生
じ
た
感
情
を
記
述
し
た
。
合
宿
終
了
後
、
そ
の
デ
ー
タ

は
再
構
成
さ
れ
「
回
想
録
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
二

〇
〇
四
年
度
村
上
研
究
室
三
年
専
門
演
習
報
告
書
『
角
館
、
田
沢
湖
、
西

木
を
旅
す
る
人
物
像
の
創
造
』」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

村上研究室では、実際に秋田の農家や商家に泊まり込み、住民との交流を深めながら調査を行っている。

グリーンツーリズム
一般に農村での滞在型余暇活動
を指すが、こうした利用者に宿泊
サービスを提供する民宿経営な
ど農家が行う観光的活動も指す。
我が国では農林水産省が農山村
地域活性化の重要な手段として
1992年より提唱し、95年には通
称グリーンツーリズム法（農山漁
村滞在型余暇活動促進法）が施
行された。西ヨーロッパなどでは
長い歴史を持ち、バカンスの一形
態として定着している。

角館武家屋敷通り

Ⓒ 秋田県産業経済労働部　観光課
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日
本
の
農
村
観
光
は
大
正
や
明
治
末
期
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
ス
キ
ー
場
開
発

な
ど
、
施
設
開
発
と
経
済
効
果
に
注
目
が
集
ま
り
過
ぎ
た
た
め
、
観
光
客
に
つ
い
て
漠
然
と
「
都
市
住
民
」「
都
市
生

活
者
」「
消
費
者
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
だ
け
で
、
彼
ら
の
属
性
分
析
が
十
分
に
行
な
わ
れ
な
い
ま
ま
今
日
を
迎
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
観
光
事
業
の
研
究
で
は
、
事
業
の
計
画
や
方
法
論
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

「
旅
行
者
が
観
光
を
楽
し
む
方
法
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
日
本
で
は
農
村
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
が
進
む
反
面
で
、
都
市
と
農
村
の
生
活
感
覚
も
均
質

化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、従
来
の
地
域
振
興
の
手
法
で
は
な
く
、旅
行
者
が
地
域
社
会
の
生
活
に
関
心
を
持
ち
、

あ
る
程
度
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
社
会
側
の
生
活
感
覚
と
消
費
環
境
を
住
民
と
と
も
に
共
有
し
、
交
流
を
通
じ

て
新
し
い
も
の
に
創
り
変
え
て
い
く
よ
う
な
都
市
農
村
交
流
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

村
上
研
究
室
で
は
、
こ
の
一
〇
年
間
秋
田
県
仙
北
郡
で
農
村
観
光
調
査
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
学
生
た

ち
は
同
地
を
訪
ね
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
し
て
農
村
観
光
の
魅
力
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
「
旅
行

者
が
観
光
を
楽
し
む
方
法
」
を
新
た
に
創
造
す
る
研
究
で
も
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
度
、
学
生
た
ち
は
秋
田
で
の
自
分
た
ち
の
交
流
体
験
を
「
物
語
」
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
農
村
地
域
を
訪
れ
る
旅
行
者
は
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
旅
行
行
動
に
積
極
的
に
自
分
自
身
の
理
由
を
見
つ
け

よ
う
と
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
分
を
主
人
公
に
し
た
旅
の
「
物
語
」
を
描
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
旅
行
を
消
費
す
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
旅
行
を
通
じ
て
自
分
を
主
人
公
と
す
る
「
物
語
」
を
創
り
出
し
そ
れ
を
楽
し
む
「
物
語
の
消
費
」
の
中
で
、

旅
行
者
と
地
域
住
民
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
観
光
地
を
ど
の
よ
う
な
自
己
表
現
の
場
と
し
た
ら
よ

い
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
農
村
観
光
の
将
来
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
研

究
調
査
を
通
し
た
学
生
と
地
域
住
民
の
交
流
が
新
し
い
都
市
農
村
交
流
の
実
践
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

研
究
調
査
を
通
し
た
都
市
農
村
交
流
の
実
践

村
上
和
夫 

（
観
光
学
部
）

　私が村上ゼミを選んだのは、自分自身が農村の出身者なので、自分にとっては生活

の場であった農村を観光対象として捉えるという視点にとても興味を持ち、面白いと

思ったことがきっかけでした。農村は過疎化や高齢化という問題を抱えており、観光

を通して地域を活性化し、現地に住んでいる人たちの希望や生きがいにつなげるため

の方法を学ぶことが目標です。

　秋田での調査合宿では、現地の方々と交わす会話一つひとつが印象的でした。観光

客相手の会話というよりも、みなさんの普段の会話にそのまま混ぜていただいている

ようで、とても親しみを感じました。
（観光学部4年・大澤瑠衣）

　ゼミの先輩から普段の生活とはまったく異なる体験ができると聞いていたので、合

宿に参加するのがとても楽しみでした。何より面白かったのは、お世話になった商家

の方や「茶飲み友達」調査（午後3時に調査に訪れることから名付けられた）で訪問し

たおじいちゃんやおばあちゃんと話ができたことです。商家では祭りに対する地元の

方々の熱い気持ちを、「茶飲み友達」ではおじいちゃんとおばあちゃんの二人のなれそ

めや昔の生活などをうかがい、自分とは異なる環境や地域に住んでいる年齢も離れた

方々の話を通して様々な価値観に触れることができました。

　秋田弁を勉強できたことも面白い経験でした。調査の

前に行った秋田弁講座で秋田弁を少し習ってから「茶飲

み友達」調査に行ったのですが、最初はおじいちゃんやお

ばあちゃんが話している言葉がほとんど理解できません

でした。ゆっくり話していただいたり、身振りなどでなん

とか内容はわかったのですが、まるで外国語のように思

いました。その後、覚えたての秋田弁を使い会話ができ

たときはうれしかったです。「英語のように秋田弁話せる

よ」と友達に言うとびっくりされ、ちょっと自慢です。
（観光学部4年・田村和枝）

調査合宿を終えて―参加学生の声

調査合宿中、地元の方々との交流のため、秋田弁講座やそば打ちなども行われた。
「農家体験」では、農家に泊まり込み、農作業の手伝いをしながら、家族との会話を行った。

ゼミ合宿日程
2004年9月12日～17日

12日 東京発　
13日 角館到着
 午前　秋田弁講座
 午後　「茶飲み友達」宅訪問
14日 農家体験　
 商家体験　
15日 同上
16日 「茶飲み友達」研究発表会
 そば打ち体験
 懇親会
17日 終了
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青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
に
描
か
れ
る

マ
レ
ー
シ
ア
の
民
族
間
交
流

カ
ン
ポ
ン
の
ガ
キ
大
将

ラ
ッ
ト 

作

荻
島
早
苗
・
末
吉
美
栄
子
訳　

晶
文
社
（
一
九
八
四
）

B
ook Review

本
号
の
特
集
で
紹
介
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ

ア
の
「kopitiam

」
の
世
界
や
日
常
生

活
の
中
で
の
異
な
る
民
族
ど
う
し
の
交
流

と
い
っ
た
事
柄
に
興
味
を
持
た
れ
た
読
者

に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

漫
画
家
ラ
ッ
ト
の
作
品
だ
。

彼
は
一
九
五
一
年
ぺ
ラ
州
の
カ
ン
ポ
ン

に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
後
、
マ
レ
ー
シ
ア

最
大
の
英
字
新
聞
社
ニ
ュ
ー
ス
ト
レ
イ

ツ
・
タ
イ
ム
ズ
に
入
社
。
時
事
マ
ン
ガ
で

圧
倒
的
な
人
気
を
得
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
を

代
表
す
る
漫
画
家
で
あ
る
。

特
集
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

「
カ
ン
ポ
ン
」
と
は
、
マ
レ
ー
語
で
村
落

を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
村
落
と
都
市
そ
れ

ぞ
れ
の
人
々
の
暮
ら
し
を
作
者
ラ
ッ
ト
自

身
の
自
伝
ス
タ
イ
ル
で
実
に
生
き
生
き
と

わ
れ
わ
れ
に
伝
え
て
く
れ
る
。
そ
の
カ
ン

ポ
ン
も
い
ま
で
は
ラ
ッ
ト
が
生
ま
れ
育
っ

た
時
代
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
、

作
品
は
か
つ
て
の
カ
ン
ポ
ン
を
知
る
う
え

で
も
貴
重
な
も
の
だ
。

『T
he K

am
pung B

oy

（
邦
題
『
カ

ン
ポ
ン
の
ガ
キ
大
将
』）』
で
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
ぺ
ラ
州
の
錫
の
産
地
の
と
あ
る
カ

ン
ポ
ン
を
舞
台
に
、
マ
レ
ー
人
の
主
人
公

の
誕
生
か
ら
物
語
が
始
ま
る
。誕
生
、コ
ー

ラ
ン
塾
へ
の
入
塾
、
そ
し
て
割
礼
、
と
さ

ま
ざ
ま
な
通
過
儀
礼
を
経
験
し
な
が
ら
マ

レ
ー
人
の
少
年
は
成
長
す
る
。
カ
ン
ポ
ン

で
の
日
常
生
活
は
マ
レ
ー
人
の
世
界
だ
が
、

月
に
一
度
彼
は
父
親
と
一
緒
に
近
く
の
町

へ
買
い
出
し
に
出
か
け
、
い
つ
も
買
物
を

す
る
華
人
の
雑
貨
店
や
イ
ン
ド
人
の
食
堂

な
ど
で
外
の
世
界
で
の
他
民
族
と
の
交
流

を
経
験
す
る
。
そ
の
後
、
少
年
は
試
験
に

合
格
し
、
全
寮
制
の
学
校
に
入
る
た
め
カ

ン
ポ
ン
＝
故
郷
を
離
れ
る
。

続
編
に
相
当
す
る『T

ow
n B
oy

』で
は
、

全
寮
制
の
学
校
に
入
る
た
め
に
カ
ン
ポ
ン

を
離
れ
た
後
、
一
家
が
移
り
住
ん
だ
イ

ポ
ー
と
い
う
都
市
で
の
新
た
な
生
活
、
そ

し
て
少
年
か
ら
青
年
へ
と
成
長
し
て
ゆ
く

中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
描
か
れ
て
い

る
。
活
気
溢
れ
る
賑
や
か
な
都
市
イ
ポ
ー

で
は
民
族
ど
う
し
の
交
流
が
日
常
生
活
そ

の
も
の
だ
。

主
人
公
は
そ
こ
で
華
人
の
少
年
フ

ラ
ン
キ
ー
と
出
会
う
。
フ
ラ
ン
キ
ー
の

家
は
、
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
典
型
的
な

「kopitiam

」。
マ
レ
ー
人
の
主
人
公
に

と
っ
て
フ
ラ
ン
キ
ー
の
家
に
遊
び
に
行
く

こ
と
は
異
文
化
体
験
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
二
人
は
親
友
に
な
り
、
青
年
へ
と

成
長
す
る
。
学
校
の
マ
ド
ン
ナ
へ
の
淡
い

恋
、
そ
し
て
親
友
フ
ラ
ン
キ
ー
と
の
別
れ
。

ロ
ン
ド
ン
へ
留
学
す
る
フ
ラ
ン
キ
ー
を
見

送
り
に
駆
け
つ
け
た
イ
ポ
ー
駅
で
物
語
は

幕
を
閉
じ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
現
地
の
状
況
に
通
じ
て

い
な
い
と
わ
か
り
に
く
い
部
分
も
若
干
あ

る
も
の
の
、
全
編
を
通
し
て
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
の
描
写
は
特
徴
を
き
わ
め
て
的
確

に
捉
え
て
お
り
、
現
地
の
空
気
が
よ
く
伝

わ
っ
て
く
る
。
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
描
写
の

中
に
思
わ
ず
涙
が
に
じ
む
マ
レ
ー
シ
ア
の

青
春
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
だ
。

Lat, The Kampung Boy. Kuala Lumpur: Berita Publishing Sdn.Bhd., 1979
Lat, Town Boy. Kuala Lumpur: Berita  Publishing Sdn.Bhd., 1981

Ⓒ Lat, Town Boy. Kuala Lumpur: Berita Publishing Sdn.Bhd., 1981
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特
集
テ
ー
マ
に
関
係
の
あ
る
書
籍
の
紹
介
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
漫
画
作
品
。

マレーシアで刊行された『カンポンのガキ大将』の原作とその続編



旅
の
出
版
社
を
い
か
に
立
ち
上
げ
た
か

L
e

c
tu

re

最
近
の
講
演
会
か
ら

観
光
学
部
主
催
の「
ア
ジ
ア
の
旅
を
書
く
」連
続
講
演
会
の
第
三
弾
で
は
、

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
の
自
ら
の
旅
の
体
験
を
つ
づ
る
旅
行
作
家
と
し
て
、

ま
た
海
外
個
人
旅
行
者
の
た
め
の
旅
行
情
報
誌『
旅
行
人
』編
集
長
と
し
て
、

幅
広
く
活
躍
中
の
蔵
前
仁
一
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
に
定
義
は
な
い

ぼ
く
の
や
っ
て
い
る
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
は
、
い
わ

ゆ
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
。
も
と
も
と
「
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
山
を
歩
く
人
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た
こ
の

言
葉
を
世
に
広
め
た
の
が
、「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
」
と
い
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
を
立
ち
上
げ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
ト
ニ
ー
・
ウ
ィ
ラ
ー
で
す
。

海
外
で
出
会
う
欧
米
人
の
旅
行
者
は
誰
も
が
手
に

持
っ
て
い
る
、世
界
で
も
っ
と
も
有
名
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
日
本
で
こ
の
言
葉
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
六
年
創
刊

の
『
ポ
パ
イ
』
く
ら
い
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
実
際
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
い
う
言
葉
の

定
義
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
う
。
個
人
旅
行
、
そ
れ

以
上
の
確
た
る
定
義
は
な
い
。
た
だ
、
若
く
て
海
外

を
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
、
薄
汚
い
恰
好
で
…
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
な
。
そ
れ
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、
猿

岩
石
。

ぼ
く
が
初
め
て
海
外
旅
行
し
た

の
は
大
学
卒
業
後
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
た

一
九
七
九
年
の
こ
と
で
、
行
き
先

は
ア
メ
リ
カ
。
約
二
か
月
弱
の
旅

で
し
た
。
そ
れ
で
も
当
時
は
個
人
旅
行
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
。
い
る
の
は
、
留
学
生
か
芸
術
家

志
望
と
い
っ
た
感
じ
。
ま
だ
一
ド
ル
＝
二
四
〇
円
の

時
代
で
す
。
し
か
も
L
A
ま
で
往
復
チ
ケ
ッ
ト
が

二
五
万
円
。
大
卒
の
初
任
給
が
一
〇
万
円
く
ら
い
で

す
か
ら
、
か
な
り
高
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
学
生
時
代

は
海
外
旅
行
な
ん
て
興
味
の
範
囲
外
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
数
年
後
、
大
き
く
変
わ
っ
た
。
八
〇
年
代
に

入
り
、
今
に
続
く
海
外
旅
行
の
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た

ん
で
す
ね
。

創
刊
の
き
っ
か
け
は
パ
ソ
コ
ン
購
入
か
ら

そ
の
後
、
ぼ
く
は
イ
ン
ド
な
ど
あ
ち
こ
ち
を
旅

行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
ゴ
ー
ゴ
ー
・
イ
ン
ド
』

（
凱
風
社
）
な
ど
の
本
も
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て

一
九
八
八
年
、『
遊
星
通
信
』
と

い
う
同
人
誌
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

最
初
は
五
〇
部
ほ
ど
つ
く
っ
て
、

知
り
合
い
に
勝
手
に
送
り
つ
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
口
コ
ミ
で
会
員

を
増
や
す
よ
う
頼
ん
だ
の
で
す
。

自
分
の
本
の
あ
と
が
き
に
会
員
募

集
を
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

な
ぜ
つ
く
ろ
う
か
と
思
っ
た
か

と
い
う
と
、
そ
の
年
初
め
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
買
っ
た
か
ら
で
す
。

N
E
C
の
P
C
9
8
0
1
。
よ

う
や
く
出
始
め
た
こ
ろ
で
五
〇
万

円
近
く
し
た
。
妻
の
車
を
売
っ
て
買
っ
た
ん
で
す
。

当
時
は
ま
だ
活
字
を
打
つ
に
は
和
文
タ
イ
プ
し
か

な
く
、
自
分
の
打
っ
た
活
字
が
そ
の
ま
ま
印
刷
さ
れ

る
の
は
画
期
的
！　

感
動
で
し
た
。
そ
れ
が
『
遊
星

通
信
』
を
つ
く
っ
た
最
大
の
動
機
。（
旅
の
雑
誌
を
つ

く
ろ
う
と
考
え
て
い
た
と
い
う
よ
り
）
ミ
ニ
コ
ミ
を
つ

く
る
と
し
た
ら
ネ
タ
は
何
に
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
、

自
分
が
旅
行
ば
か
り
し
て
き
た
か
ら
そ
れ
に
し
よ
う
、

と
。
ま
あ
そ
れ
く
ら
い
の
理
由
だ
っ
た
の
が
真
相
で

す
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
か
ら
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
も
増

え
る
だ
ろ
う
と
の
予
感
は
あ
っ
た
。
す
で
に
『
地
球

の
歩
き
方
』
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
も
っ
と
詳
し
い
個

人
旅
行
者
の
た
め
の
情
報
を
ほ
し
が
る
人
が
い
る
は

「『
旅
行
人
』
は

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
〜

個
人
旅
行
者
向
け
旅
行
誌
の

生
い
立
ち
か
ら
現
在
ま
で
」

蔵
前
仁
一

二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
〇
日

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

八
号
館
八
一
〇
一
教
室

39 38旅の出版社をいかに立ち上げたか

蔵前仁一と
『旅行人』の歩み
1979 初めての海外旅行。アメリカへ
 この年『地球の歩き方』創刊される

1983 約1年間のインド旅行へ

1986 『ゴーゴー・インド』（凱風社）刊行

1988 『遊星通信』創刊

1989 約2年半のアジア・アフリカ旅行へ
 一時休刊

1992 帰国後、『遊星通信』復刊
1993 『ゴーゴー・アフリカ』、『アフリカ
 旅行情報ノート』（凱風社）刊行
 月刊『旅行人』に誌名変更

1995 有限会社旅行人設立
 『メコンの国旅行情報ノート』刊行
 ガイドブック「旅行人ノートシリーズ」創刊

1996 『旅のグ』をはじめ
 連載陣の単行本を多数刊行

2004 季刊『旅行人』にリニューアル

『
ゴ
ー
ゴ
ー
・
イ
ン
ド
』

『
遊
星
通
信
』

『
ア
フ
リ
カ
旅
行
情
報
ノ
ー
ト
』

『
旅
行
人
』

『
メ
コ
ン
の
国
旅
行
情
報
ノ
ー
ト
』

『
旅
の
グ
』（
グ
レ
ゴ
リ
青
山
著
）
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ず
だ
か
ら
、
続
け
て
い
っ
た
ら
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
日
本
版
「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
を
つ
く
り
た
い

こ
う
し
て
ミ
ニ
コ
ミ
を
続
け
、
自
分
の
旅
の
本
を

書
い
た
り
し
な
が
ら
も
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
ぼ

く
は
ア
フ
リ
カ
に
約
二
年
半
を
か
け
て
旅
行
に
出
ま

し
た（
そ
の
旅
に
つ
い
て
は『
ゴ
ー
ゴ
ー
・
ア
フ
リ
カ
』参
照
）。

帰
国
し
て
『
遊
星
通
信
』
を
復
刊
し
、
翌
年
の
九
三

年
、
旅
先
で
集
め
た
情
報
を
元
に
『
ア
フ
リ
カ
旅
行

情
報
ノ
ー
ト
』（
凱
風
社
）
を
つ
く
り
ま
し
た
。
当
初

は
そ
ん
な
に
売
れ
る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
出
し
た

ら
、
意
外
に
よ
く
売
れ
た
。
初
刷
が
二
〇
〇
〇
部
、

定
価
は
八
七
〇
円
。
普
通
は
書
店
か
ら
返
本
が
あ
る

の
に
、
ま
っ
た
く
戻
っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
五
〇
〇

部
増
刷
を
何
回
か
繰
り
返
し
た
。

い
ま
思
え
ば
、
そ
れ
く
ら
い
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る

情
報
は
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
た
だ
当
時
は
出
版

の
知
識
が
な
か
っ
た
た
め
、
後
で
計
算
し
た
ら
あ
れ

だ
け
増
刷
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
収
支
は
赤
字
だ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
ぼ
く
は
こ
の
成
功
の
お
か
げ
で
、
出

版
社
を
つ
く
る
気
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
そ

の
年
、『
遊
星
通
信
』
を
現
在
の
『
旅
行
人
』
に
誌

名
変
更
し
ま
し
た
。日
本
で
も「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
」
の
よ
う
な
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
つ
く
り
た
い

と
思
っ
た
の
で
す
。

ぼ
く
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

仕
事
を
し
て
き
た
か
ら
、

自
分
で
原
稿
を
書
き
、

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
を

印
刷
所
に
渡
せ
ば
本
は

自
然
と
出
来
上
が
る
。
本
と
い
う
の
は
ひ
と
り
か
二

人
い
れ
ば
誰
で
も
つ
く
れ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

問
題
は
つ
く
っ
た
本
を
ど
う
売
る
か
。
ど
う
や
っ
て

書
店
に
配
る
か
（
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
）
が
大
変
な

の
で
す
。
本
屋
に
販
売
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
取

次
会
社
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
、
一
般

に
取
次
会
社
は
小
さ
な
出
版
社
と
は
す
ぐ
に
は
契
約

し
て
く
れ
な
い
も
の
な
ん
で
す
。
出
版
社
を
立
ち
上

げ
る
前
に
い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
大
き
な
壁
だ
と
言
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
日
版

（
日
本
出
版
販
売
株
式
会
社
）
に
行
く
と
あ
っ
さ
り
と

「
い
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
い
う
間
に
出
版
社
に
な
っ
た
。
九
五
年

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ

た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
ん
で
す
。
な
か
に
は
三

年
も
四
年
も
実
績
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
取
次
し
て

く
れ
な
い
出
版
社
も
あ
る
と
い
う
の
が
業
界
の
常
識

だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。

最
近
の
若
い
人
は
旅
に
出
な
く
な
っ
た
?

そ
の
後
、『
旅
行
人
ノ
ー
ト
』
と
い
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
創
刊
し
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
り
、『
旅
行
人
』
の

連
載
執
筆
陣
な
ど
の
本
を
出
版
し
ま
し
た
。『
旅
行

人
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
他
の
出
版
社
な
ど
で
活
躍
す

る
人
た
ち
も
出
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
九
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
出
版
不
況
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
が
売
れ
な
く
な
っ
た
。

状
況
を
劇
的
に
変
え
た
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

し
ょ
う
。
旅
の
情
報
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
バ
ン
バ
ン
取
っ
て
こ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
う
ち
の
よ
う
に
ガ
イ
ド

「旅行人」公式サイト
http://www.ryokojin.co.jp

蔵前仁一が選んだエポックメイキングな

「かつて本が自分を含め旅行者に与えた

影響は大きかった」と蔵前氏は語る。

以下は、講演の中で蔵前氏が挙げた

エポックメイキングな「旅の本」。

蔵前氏が旅のメディアを立ち上げたのも、

こうした本との出合いがあったからだろう。
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Southeast Asia 
on a shoestring
Lonely Planet

Tony Wheeler  著

「ロンリープラネット」を創刊したオー

ストラリア人トニー・ウィラーが刊行し

た「わずかな金で東南アジアへ」がテ

ーマのガイドブック。英語圏を超えて

爆発的なヒットとなった。「ロンリープ

ラネット」シリーズの原形といえる。

全東洋街道
集英社（普及版は集英社文庫）

藤原新也 著

写真家によるアジア横断旅行の記録。

「とにかくスタイルが斬新だった。写

真を撮りながら哲学的な思索をし、き

わめて個人的な世界観でアジアを旅

するということが。これ以後一時、藤

原新也の影響を受けたような旅人が

増えたと思う。暗い写真を撮る人たち

なんだけど…」。

何でも見てやろう
河出書房新社（普及版は講談社文庫）

小田 実  著

元祖「アジア横断旅行」の記録。当時

は大ベストセラー。日本人の海外旅行

自由化が1964年だから、それ以前に

書かれたことに意味があった。

オデッセイ
グループ・オデッセイ

日本初のバックパッカーのための海外

旅行情報誌。「パキスタンやバングラ

デシュなど意欲的な特集が並んでい

た。ただ、ある意味早過ぎた雑誌だっ

たとも言えるかも」。現在は休刊中。

スーパーアジアガイド
JICC出版

JICC出版が創刊した読み物主体のア

ジアガイドシリーズ。「屋台のおばち

ゃんやタイのキックボクサーのインタ

ビューなどが載っていて、ガイドブッ

クとしては使い物にならないが、とに

かく面白かった」。蔵前氏もイラスト

レーターとして制作に参画。

深夜特急
新潮社（普及版は新潮文庫）

沢木耕太郎 著

「1970年代の20代の青年のアジア

横断旅行の記録である『深夜特急』

は、なぜ今も読みつがれるのだろう。

思うに、それは旅に確たる目的意識が

なかったことではないか。それこそが

元祖バックパッカーの旅だといわれる

ゆえんかもしれない」。

地球の歩き方
ダイヤモンドビッグ社

ロンリープラネットに遅れること2年。

創刊当初は個人旅行者の投稿による

実体験情報がメインコンテンツだった。

「ぼくも『地球の歩き方』を見て初め

て個人旅行ってできるんだと知った。

パスポートやビザは自分で取れるとい

うことを知ったのもそうだし。ちょうどア

メリカに行く年に創刊されたことは大き

かった」。

1976

1979

1983

1986

1981

1977

1961
「旅の本」

『旅行人』
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質 疑 応 答 か ら

旅の出版社をいかに立ち上げたか

ブ
ッ
ク
を
出
し
て
い
る
出
版
社
は
苦
し
く
な
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ま
で
海
外
旅
行
の
担
い
手
だ
っ
た

若
い
人
た
ち
が
、
以
前
に
比
べ
あ
ま
り
海
外
に
出
な

く
な
っ
た
。
統
計
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日

本
人
の
海
外
旅
行
者
に
占
め
る
五
〇
代
以
上
の
比

率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
最
近
で
は
ア
フ

リ
カ
に
行
っ
て
も
か
つ
て
の
よ
う
に
日
本
人
バ
ッ
ク

パ
ッ
カ
ー
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
い
ま

ど
き
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
の
は
韓
国
人
の

若
者
に
入
れ
替
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
…
と
ぼ
く

は
ず
い
ぶ
ん
考
え
た
の
で
す
が
、
や
は
り
海
外
に
行

く
動
機
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
海
外
に
出
れ
ば
何
か
面
白
い
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
強
烈
な
好

奇
心
が
昔
は
あ
っ
た
。
で
も
、
今
で
は
海
外
旅
行
は

特
別
な
も
の
で
も
何
で
も
な
く
な
っ
て
い
る
。

本
当
の
と
こ
ろ
は
ぼ
く
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
は
、
確
か
に
日
本

人
よ
り
少
し
早
い
時
期
に
海
外
旅
行
へ
の
関
心
が
低

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

海
外
や
異
文
化
に
対
す
る
憧
れ
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
別
に
行
か
な
く
て
も
い
い

や
、
と
若
い
人
た
ち
は
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な

あ
…
。
最
近
、
ち
ょ
っ
と
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
。

蔵前仁一 氏
（くらまえ・じんいち）

季刊『旅行人』発行人兼編集長。

1956年鹿児島生まれ。慶応義塾大学

卒業後、グラフィックデザイナーに。ア

ジア、アフリカを中心に世界各地をバ

ックパッカーとして旅し、その経験を著

書として出版するばかりでなく、旅の専

門出版社（有限会社旅行人）を立ち上

げ、多くの旅の書き手を発掘。個人旅

行の楽しさや面白さを広めた旅行作家

の第一人者。著書は『新ゴーゴー・イ

ンド』『新ゴーゴー・アジア』『旅とき

どき沈没』『インドは今日も雨だった』

『旅で眠りたい』『いつも旅のことばか

り考えていた』など多数。
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開催日

4.6

5.27

6.28
   29
   30

6.30

7.1

7.11

講演者

新倉武一
財団法人 日本交通公社 専務理事（当時）

伊藤伸平
『地球の歩き方』編集者

シドニー・チェン
香港中文大学人類学系 準教授

シドニー・チェン
香港中文大学人類学系 準教授

桜井幹男
『トラベルジャーナル』編集長

張玉鈞
北京林業大学副教授

演　題

観光の魅力およびその可能性

『地球の歩き方』をつくる

エスニックツーリズムから
ヘリテージツーリズムへ

日常世界から観光を発想する

業界誌から見た旅行ビジネス
＜現在・過去・未来＞

中国のグリーンツーリズムの現状と課題

講
演
終
了
後
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
そ
の
一
部
を
収
録
。

Q 

蔵
前
さ
ん
の
I
T
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
？

A 

ま
っ
た
く
取
り
組
む
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
も
旅
は
ち
っ
と
も
面
白

く
な
ら
な
い
か
ら
。
い
ず
れ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
機
能
は
I
T
に
移
行
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
旅
先
の
宿
や
交
通
情
報
は
そ
れ
で
充
分
。

で
も
、
自
分
は
も
う
そ
う
い
う
こ
と
を
や
り

た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Q  

「
旅
行
人
ノ
ー
ト
」
に
は
な
ぜ
写
真
が

少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

A 

市
販
さ
れ
て
い
る
一
般
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
カ
ラ
ー
刷
り
で
写
真
が
い
っ
ぱ
い
載
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
海
外
と
比
べ
て
日
本
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

ぼ
く
も
取
材
に
行
っ
た
ラ
イ
タ
ー
に
は
な
る

べ
く
写
真
を
多
く
載
せ
て
ほ
し
い
と
言
う
の

だ
け
れ
ど
、
彼
ら
は
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で

写
真
と
情
報
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
と
い

う
と
、結
局
、情
報
を
優
先
し
が
ち
な
ん
で
す
。

Q 

以
前
の
『
旅
行
人
』
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
雑
誌
と
い
っ

た
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
た
理
由
は
？

A 

現
実
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
月
刊
か

ら
年
四
回
発
行
の
季
刊
誌
へ
の
リ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
で
す
。
で
も
、
月
刊
時
代
は
記

事
の
半
分
は
連
載
、
特
集
が
一
〇
ペ
ー
ジ
ほ

ど
の
構
成
で
、
一
〇
年
間
い
つ
も
思
っ
て
い
た

の
は
、
ひ
と
つ
の
特
集
テ
ー
マ
を
も
っ
と
掘
り

下
げ
て
カ
ラ
ー
で
や
り
た
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
内
容
的
に
中
高
年
が
読
め
る
よ
う

に
し
た
の
は
、
自
分
が
中
高
年
に
な
っ
た
か
ら
。

自
分
の
読
み
た
い
雑
誌
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
要
は
、
薄
っ
ぺ
ら
な
月
刊
誌
で

は
な
く
、
つ
っ
こ
ん
だ
記
事
の
載
っ
た
雑
誌
を

つ
く
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
今
は
六
〇
％
く

ら
い
の
満
足
度
か
な
。

Q 

今
後
は
ど
の
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
旅
に
出

る
つ
も
り
で
す
か
？

A 

季
刊
に
な
っ
た
の
で
、一
年
に
三
回
く
ら
い

は
出
ら
れ
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
回
に

長
く
て
二
週
間
か
ら
一
か
月
く
ら
い
か
な
。

本
音
を
言
う
と
、月
刊
を
続
け
て
い
た
ら
旅
に

出
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
季
刊
化
し
た
ん
で
す
。

対象

観光学部学生

本学学生、

本学教職員、一般

観光学研究科院生

観光学部学生

本学学生、

本学教職員、一般

観光学部学生

最近の観光学部講演会

開催日

7.30

10.24

10.25
　  26

講演者

新倉武一
財団法人 日本交通公社 会長

保継剛
中山大学教授

保継剛
中山大学教授

演　題

旅行業の現状と今後のあり方

ディズニーランドと
中国のテーマパーク開発

観光開発への地理学アプローチ（仮）

対象

本学学生、

本学教職員、一般

本学学生、

本学教職員、一般

観光学研究科院生

予定



二
〇
〇
四
年
四
月
八
日
、私
は
ハ
ワ
イ
大
学
で「
環

太
平
洋
島
嶼
地
域
に
お
け
る
観
光
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
に
、
成
田
空
港
を
発
っ
た
。

ホ
ノ
ル
ル
で
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
滞
在
数
か

月
後
の
あ
る
日
、
あ
る
論
文
を
探
す
た
め
、
私
は
自

分
の
所
属
す
る
ハ
ワ
イ
大
学
旅
行
産
業
経
営
学
部
に

設
置
さ
れ
て
い
るsunset reference center

へ
と
赴

い
た
。
お
目
当
て
の
論
文
を
探
し
な
が
ら
観
光
研
究

に
関
す
る
あ
る
専
門
雑
誌
の
目
次
に
目
を
通
し
て
い

る
と
き
、
一
つ
の
論
文
が
目
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
論

文
の
要
約
に
目
を
通
す
と
、
そ
こ
に
は
重
要
な
観
光

対
象
と
し
て
の
景
観
等
を
形
成
す
る
資
源
の
多
く
は
、

com
m

on pool resource

（
共
有
資
源
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
資
源
に
関
す
る
観
光
研
究
者
に

よ
る
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
そ
れ

ら
の
資
源
に
関
す
る
理
論
的
研
究
や
ケ
ー
ス
・
ス
タ

デ
ィ
へ
の
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
た
。

　
燈
台
下
暗
し

こ
の
論
文
と
の
遭
遇
後
、
私
は
重
要
な
観
光
資
源

と
し
て
のcom

m
on pool resource

と
は
何
か
、
そ

の
経
済
学
的
研
究
は
存
在
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の

研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
は
何
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
脳
裏
か
ら
離
れ
ず
、
研

究
課
題
も
そ
っ
ち
の
け
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
図

書
館
でcom

m
on pool resource

に
関
す
る
文
献
を

探
し
始
め
た
。

そ
し
て
私
が
手
に
入
れ
たcom

m
on pool resource

を
扱
っ
た
代
表
的
な
観
光
お
よ
び
経
済
学
の
い
く

つ
か
の
論
文
と
数
冊
の
書
物
を
読
み
終
え
て
し
ば

ら
く
経
っ
た
後
、
そ
れ
も
帰
国
数
か
月
前
、
ハ
ワ

イ
大
学
経
済
学
部
に
所
属
す
る
あ
る
教
授
の
著
書 

ウ
マ
湾
に
関
す
る
あ
な
た
の
論
文
を
読
み
た
い
」
と

の
趣
旨
のe-m

ail

を
送
っ
た
。
数
日
後
、
著
者
は
多

忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
に
論
文
の
コ
ピ
ー
を
手
渡

し
て
く
れ
た
。

著
者
か
ら
手
渡
さ
れ
た
論
文
を
数
日
か
け
て
読

ん
だ
後
、
私
は
「
燈
台
下
暗
し
」
と
は
よ
く
言
っ
た

も
の
だ
、
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
ま
さ
にcom

m
on pool 

resource

と
呼
ん
で
も
よ
い
重
要
な
観
光
資
源
で
あ

る
と
同
時
に
、
海
洋
生
態
系
の
重
要
な
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
論
文
の
著
者
が
偶
然
に

も
私
の
滞
在
先
の
ハ
ワ
イ
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
体
が

私
の
住
居
か
ら
目
と
鼻
の
先
に
あ

る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ヘ
ッ
ド
の
向

こ
う
側
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

　
「
共
有
地
の
悲
劇
」

と
こ
ろ
で
、「
ハ
ナ
ウ
マ
湾
」

と
い
う
名
前
は
、
ワ
イ
キ
キ
（
ハ

ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
）
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
人
な
ら
ば
、
誰
も
が

知
っ
て
い
る
有
名
な
ビ
ー
チ
で

あ
る
。
ハ
ナ
ウ
マ
湾
は
、
正
式
に

は
「
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
公
園
」

（H
anaum

a Bay N
ature Park

）

と

呼
ば
れ
、
ワ
イ
キ
キ
か
ら
さ
ほ

ど
遠
く
な
い
場
所
に
位
置
す
る
こ

と
も
あ
り
、
訪
問
者
の
み
な
ら
ず

地
元
の
人
々
に
も
人
気
の
あ
る
海

45 44観光資源としてのcommon pool resourceとは何か

Hawai‘i
在外研究通信　02

観光資源としての
common pool 
resource
とは何か
小沢健市（観光学部）

2004年春から1年間の在外研究で
ホノルルに滞在した小沢教授の報告は、
ハナウマ湾の保全・保護のために市議会が
採用した管理施策についての考察。

『T
ourism

 and the Econom
y

』(2004)

を
読
み
始

め
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
そ
の
書
物
の
中
に
、
ハ

ナ
ウ
マ
湾
に
関
す
る
論
文
が
存
在
し
、
し
か
も
そ

の
教
授
が
論
文
の
著
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。私

は
迷
惑
を
も
省
み
ず
、
論
文
の
著
者
に
「
ハ
ナ

ハナウマ湾　Ⓒオアフ観光局
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洋
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
湾
内
の
海
中
に
は
四

〇
〇
種
を
超
え
る
海
洋
生
物
と
珊
瑚
が
生
息
し
、
海

水
の
透
明
度
の
高
さ
と
波
が
穏
や
か
な
た
め
に
、
日

光
浴
や
海
水
浴
を
は
じ
め
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の

格
好
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
海

洋
生
物
や
珊
瑚
の
研
究
の
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
も

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
問
題
は
ハ
ナ
ウ
マ
湾
お
よ
び
そ
の
海
中

に
生
息
す
る
貴
重
な
数
百
種
の
魚
類
や
海
洋
生
物
お

よ
び
珊
瑚
礁
は
、
人
々
の
自
由
な
利
用
に
任
せ
て
お

く
な
ら
ば
、
い
ず
れ
ビ
ー
チ
は
ゴ
ミ
で
一
杯
に
な
り
、

海
水
は
排
水
で
汚
染
さ
れ
、
そ
の
生
息
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
と
い
う

の
は
、com

m
on pool resource

な
い
し
共
有
資
源

と
は
、
人
々
の
そ
の
利
用
（
消
費
）
を
排
除
す
る
こ

と
が
極
め
て
困
難
で
、
か
つ
利
用
（
消
費
）
に
お
け

る
競
合
性
（
誰
か
が
利
用
す
る
と
他
の
人
の
利
用
可
能
性

は
減
少
す
る
）
と
い
う
属
性
を
有
す
る
資
源
を
指
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
属
性
を
持
つ
資

源（
財
）
は
誰
も
が
自
由
に
利
用
可
能
で
あ
る
た
め
に
、

過
剰
利
用
の
結
果
、
資
源
の
質
の
低
下
や
劣
化
や
破

壊
が
生
じ
、
最
終
的
に
は
枯
渇
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
。

換
言
す
れ
ば
、
共
有
資
源
な
い
しcom

m
on pool 

resource

は
、
そ
の
資
源
（
財
）
属
性
の
た
め
に
、

G
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
言
う
「
共
有
地
の
悲
劇
」
が
生
じ
、

最
近
発
展
目
覚
し
い
ゲ
ー
ム
理
論
的
に
言
え
ば
、「
囚

人
の
ジ
レ
ン
マ
」
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ゆ

え
人
々
の
当
該
資
源
（
財
）
の
自
由
な
利
用
を
放
置

し
て
お
け
ば
、
貴
重
な
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
が

脅
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
管
理
運
営
施
策

ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
管
理
運
営
施
策
と
し
て
、
ホ
ノ
ル

ル
市
議
会
は
当
初
、「
非
価
格
割
り
当
て
」
方
式
を

採
用
し
た
。
そ
れ
は
、
①
ハ
ナ
ウ
マ
湾
へ
の
入
場
制

限
、
②
利
用
者
の
教
育
、
そ
し
て
③
湾
内
の
施
設
の

改
善
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
市
の
施
策
は
、
入
場

制
限
は
「
早
い
者
勝
ち
」
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
個
人
や
訪
問
者
の
利
用
を
不
利
に
す
る
と
い
う

こ
と
、
利
用
者
の
教
育
や
施
設
の
改
善
の
た
め
の
必

47

要
な
費
用
を
賄
う
た
め
の
収
入
源
を
欠
い
て
い
た
こ

と
等
の
理
由
か
ら
、
非
効
率
な
管
理
運
営
方
式
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
批
判
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ホ
ノ
ル

ル
市
議
会
は
、
一
九
九
五
年
五
月
「
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自

然
公
園
の
入
場
に
対
し
て
入
場
料
お
よ
び
代
価
を
課

す
こ
と
」
と
い
う
条
例
を
可
決
し
た
。
そ
の
条
例
に

は
、
①
一
三
歳
以
上
の
ハ
ワ
イ
州
非
居
住
者
一
人
当

た
り
五
米
ド
ル
を
、
そ
し
て
②
ビ
ー
チ
手
前
ま
で
送

迎
す
る
商
業
用
自
動
車
や
タ
ク
シ
ー
に
も
、
そ
の
乗

客
定
員
数
に
応
じ
て
、
一
回
当
た
り
五
米
ド
ル
か
ら

三
五
米
ド
ル
を
課
す
と
い
う
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
。

料
金
徴
収
は
、
一
九
九
五
年
七
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
が
、
そ
の
直
後
、
ホ
ノ
ル
ル
市
議
会
を
始
め
、
旅

行
会
社
や
タ
ク
シ
ー
会
社
か
ら
，
こ
の
条
例
に
対
す

る
反
対
の
声
が
上
が
っ
た
．
料
金
徴
収
開

始
の
半
年
後
，
あ
る
ホ
ノ
ル
ル
市
議
会
議

員
が
新
た
な
法
案
を
議
会
へ
提
出
し
た
。

そ
の
法
案
は
、
湾
内
の
駐
車
場
に
三
〇
分

以
上
駐
車
す
る
す
べ
て
の
自
動
車
に
一
律

一
米
ド
ル
を
課
し
、
ビ
ー
チ
へ
の
入
場
料

金
と
し
て
、
一
三
歳
以
上
の
ハ
ワ
イ
州
非

居
住
者
に
は
三
米
ド
ル
を
課
す
こ
と
。
さ

ら
に
徴
収
さ
れ
た
料
金
収
入
は
、
①
ハ
ナ

ウ
マ
湾
保
護
区
に
関
す
る
教
育
お
よ
び
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、

そ
し
て
②
保
護
区
の
収
容
力
研
究
へ
の
利

用
、
③
週
一
日
の
湾
へ
の
立
ち
入
り
を
禁

止
す
る
（
現
在
、
火
曜
日
は
終
日
原
則
と
し

て
湾
へ
の
立
ち
入
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
）
と

い
う
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

法
案
は
，
一
九
九
六
年
四
月
一
〇
日
に
議

会
を
通
過
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
興
味
が
あ
る
こ
と
は
、
ホ
ノ

ル
ル
市
が
採
っ
た
「
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
公
園
」
の

保
全
・
保
護
の
た
め
の
管
理
施
策
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
当
初
の
非
経
済
的
な
直
接
的
な
入
場
規
制
か
ら

料
金
徴
収
に
よ
る
経
済
的
規
制
へ
の
政
策
変
更
は
な

ぜ
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
施
策
自
体

が
「
効
率
」
基
準
を
満
た
す
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
。
さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
条
例
に
も
、
ハ
ワ
イ
州
居

住
者
は
す
で
に
税
金
と
い
う
形
で
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
保

全
・
保
護
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
居

住
者
に
は
ビ
ー
チ
へ
の
入
場
料
金
は
課
さ
な
い
と
い

う
利
用
者
間
で
の
「
公
平
」
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
の
三
点
で
あ
る
。
仮
に
読
者
が
政
策

担
当
者
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
観
光
資
源
の
み

な
ら
ず
研
究
対
象
と
し
て
も
重
要
なcom

m
on pool 

resource

と
し
て
の
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
適
切
な
管
理
運

営
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
ず
る
で
あ

ろ
う
か
。

（
ハ
ナ
ウ
マ
湾
自
然
公
園
の
ホ
ノ
ル
ル
市
の
管
理
運
営
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、J.M

ak and  J.E.T.M
oncur, “Political 

Econom
y of Protecting U

nique Recreational Resources 

: H
anaum

a Bay, H
aw

aii, ” A
m

bio, Vol.27, M
ay 1998, 

pp. 217-223

を
参
照
し
た
）

ハナウマ湾の入口すぐに資料館があり、生態系など同湾の環境に関するビデオ上映などが
行われている。

ハワイ大学旅行産業経営学部
School of Travel Industry Management, University of Hawaì i at Manoa
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活
字
の
森
へ
、
知
の
大
海
へ

フ
ラ
ン
ス
現
代
詩
の
風
景

イ
ヴ
・
ボ
ヌ
フ
ォ
ワ
を
読
む

小
倉
和
子
（
観
光
学
部
教
授
）
﹇
著
﹈

現
代
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
詩
人
、
イ
ヴ
・
ボ
ヌ
フ
ォ
ワ
に
お
け
る

〈
風
景
〉
の
詩
学
。
長
く
ボ
ヌ
フ
ォ
ワ
に
親
し
ん
で
き
た
著
者
な
ら

で
は
の
透
徹
し
た
読
解
、
そ
し
て
詩
論
。
原
文
と
対
訳
を
織
り
込

ん
で
、
詩
の
美
し
さ
を
読
者
に
届
け
た
い
。

四
六
判
／
上
製　

定
価
２
５
０
０
円
＋
税

ISB
N
4-901988-01-8 C

1098

源
氏
物
語
の
性
と
生
誕

王
朝
文
化
史
論

小
嶋
菜
温
子
（
文
学
部
教
授
）
﹇
著
﹈

物
語
論
の
現
在
、
平
安
王
朝
の
社
会
と
文
化
が
産
み
出
し
た
物
語

の
歴
史
的
意
義
を
問
う
。『
源
氏
物
語
』
の
性
と
生
誕
を
媒
介
と
し

て
日
本
文
学
史
・
文
化
史
の
把
握
に
と
っ
て
不
可
欠
な
物
語
論
・

王
朝
文
化
史
論
に
挑
戦
す
る
意
欲
的
な
試
み
。
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